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河野　隆二（S47農）
大畑多津雄（S52理　 数）（神奈川茗渓会会　長）
望月　正大（S51理　 数）（　　  同 　　副会長）
掛原　　豊（S54農林学類）

力と自信がつく教育で
「考え、行動する人材」を育成します。

〒243－0292  神奈川県厚木市下荻野1030
TEL.046－291－3002　URL:http://www.kait.jp/

■工学部 機械工学科（航空宇宙学専攻含む）
電気電子情報工学科
応用化学科
臨床工学科［臨床工学技士養成課程］※

■創造工学部 自動車システム開発工学科
ロボット・メカトロニクス学科
ホームエレクトロニクス開発学科

■応用バイオ科学部 応用バイオ科学科
栄養生命科学科［管理栄養士養成課程］※

■情報学部 情報工学科
情報ネットワーク・コミュニケーション学科
情報メディア学科

■看護学部 看護学科［看護師養成課程］※

常務理事
教職センター
教職センター
早期学生支援室

※2020年度に新学部への再編を構想中

シダックスフードサービス株式会社

〒160-0021　東京都新宿区歌舞伎町1-17-10 シダックス新宿セントラルロード
TEL.03-6632-5052（代表）

学生食堂
～学校ブランドを高める空間づくり～

食の提供
（アウトソーシング）
社員食堂 /寮・研修所・保養所・研究施設 /
学生食堂 /レジャーレストラン /カフェ
お仕事に、勉学にがんばる皆様を食事面からサポートいたします。
空間づくりなども含めた委託運営を行っています。

学生の皆様にとって、大切な思い出の一つになる学生食堂。
学校それぞれの教育方針に沿って運営を行いながらも、
学生層に合わせ、トレンドを意識したメニューをご用意。
カジュアルさとおいしさで好評をいただいています。
また、売店の運営やスクールバスの運行など、トータルでの
サポートも可能です。

各施設の運営方針やご利用者様の年齢層に応じたメニューを
提供。栄養バランスを考慮した食事を提供するだけでなく、
研修施設では研修期間や日程などの利用状況に対応した運営を
心がけ、「食」を通じて家庭にいるような安らぎを提供すること
を目指しています。食事以外にも、施設管理全般にわたる管理
業務も行っています。

寮・研修所・保養所・研究施設
～やすらぎと栄養バランスを考えた食事提供～



相談会全景

OB・OG（講師）の打合せ

茗渓 ･ 筑波産業人会 第１回就活相談会
（P.10～ 15参照）



ブロック別懇談の会状況

一般社団法人 茗渓会　第 8 回 定時総会
令和元年5月23日（木）茗渓会館にて

（P.3～9参照）

佐
藤
副
学
長
（
学
長
代
理
）

江
田
理
事
長
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一般社団法人

        
令和元年5月23日（木）茗渓会館にて

定時総会出席代議員一覧 （敬称略)

筑波大
北海道
北海道
青 森
岩 手
宮 城
秋 田
山 形
福 島
茨 城
茨 城
茨 城
栃 木
群 馬
埼 玉
埼 玉

本 谷 聡
大 沼 寛
川 口 淳
前 田 済
佐 藤 有
齊 隆
木 浪 恒 二
津 田 浩
大 沼 博 文
仙 波 操
鈴 木 一 弘
中 島 博 司
若 杉 俊 明
丸 橋 覚
奥 谷 多 作
矢 嶋 章 司



千 葉
千 葉
東 京
東 京
東 京
東 京
東 京
神奈川
神奈川
神奈川
神奈川
神奈川
山 梨
長 野
長 野
新 潟

植 草 完
猿 渡 末 治
中 村 穎 司
柳 久美子
竹 村 恭 一
渡 邉 悟
三 橋 浩 志
佐々木 悦子
本 木 幹 雄
山 崎 紀 彦
大畑 多津雄
大 石 進
金 塚 正 貴
竹 村 和 也
田 澤 直 人
小野寺 篤



富 山
石 川
静 岡
静 岡
静 岡
愛 知
愛 知
愛 知
岐 阜
三 重
滋 賀
京 都
大 阪
大 阪
兵 庫
奈 良

神 田 聡
濱 辺 正 実
熊 野 善 介
齊 藤 浩 幸
綾 部 信 明
村 松 利 之
竹 下 裕 隆
高 畑 尚 弘
大 橋 則 雄
岡 村 芳 成
𦚰 坂 高 峰
川 合 英 之
松 本 秀 範
岡村 多加志
中 野 憲 二
松 田 勝 雅



和歌山
鳥 取
島 根
岡 山
山 口
徳 島
香 川
愛 媛
高 知
福 岡
長 崎
熊 本
鹿児島
沖 縄

土 肥 二 郎
小 倉 健 一
野々村 卓
長 尾 隆 史
吉 本 晃
小 原 史 明
山 本 主 税
八 木 俊 博
田 頭 克 文
永 沼 真 紀
渡 邉 孝 経
赤 星 隆 弘
二 石 政 彦
前 門 晃

        
一般社団法人

        
平成30年5月24日（木）茗渓会館にて
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一
般
社
団
法
人
茗
渓
会

第
８
回
令
和
元
年
度
定
時
総
会

挨

拶
(要
旨
）

一
般
社
団
法
人

茗
渓
会

理
事
長

江

田

昌

佑

本
日
、
一
般
社
団

法
人
茗
渓
会
総
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
ご
多
忙
の

中
、
全
国
各
地
か
ら

ご
参
集
い
た
だ
き
誠

に
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。
日
頃
、
代
議

員
の
皆
様
に
は
、
地

域
組
織
等
の
茗
渓
会

活
動
に
ご
尽
力
賜
り
、

心
か
ら
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
の
総
会
は
、
新
し
い
元
号
・
令
和
の
最
初
の
総
会
に
な
り

ま
す
。
茗
渓
会
は
明
治
草
創
の
時
代
か
ら
大
正
、
昭
和
、
平
成
と

そ
の
活
動
の
歩
み
を
絶
や
す
こ
と
な
く
令
和
に
伝
承
し
て
き
ま
し

た
。
誠
に
敬
服
し
、
ま
た
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
茗
渓
人

に
と
っ
て
感
慨
深
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
数
ヶ
月
の
間
に
、
改
元
に
続
き
、
天
皇
陛
下
の
ご
退
位
、

新
天
皇
の
ご
即
位
等
々
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で

は
、
⚙
月
に
ラ
グ
ビ
ー
第
⚙
回
Ｗ
杯
日
本
大
会
が
開
催
。
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
も
あ
と
500
日
を
切
り
ま
し
た
。

只
今
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
〝
い
だ
て
ん
〟
が
人
気
を
呼
ん
で

い
ま
す
。
私
達
に
と
っ
て
縁
の
深
い
嘉
納
治
五
郎
先
生
、
金
栗
四

三
さ
ん
、
野
口
源
三
郎
さ
ん
や
当
時
の
東
京
高
師
の
様
子
の
一
端

な
ど
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
て
親
近
感
が
一
層
増
し
て
き
ま
す
。

昨
年
の
総
会
及
び
正
月
号
会
報
等
で
お
知
ら
せ
や
お
願
い
を
し

て
き
ま
し
た
三
つ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
実
施
に

移
し
、
本
年
か
ら
は
更
に
強
力
に
推
進
し
て
参
る
所
存
で
す
。
す

な
わ
ち
、


茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
の
企
画
・
実
施
の
推
進


茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
の
定
着
、
発
展
と
展
開


財
政
健
全
化
活
動
の
強
力
展
開

昨
年
か
ら
の
本
事
業
の
進
捗
概
況
と
今
後
の
予
定
の
概
略
を
報

告
し
て
お
き
ま
す
。

⚑

茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
（
以
下
⽛
150
年
記
念
事
業
⽜）
の
前

倒
し
事
業
⽛
占
春
園
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
⽜
に
つ
い
て
（
季
刊

誌
本
件
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
を
参
照
）

内
外
の
多
く
の
機
関
と
の
折
衝
や
関
係
者
の
熱
意
あ
る
ご
尽
力

ご
協
力
を
経
て
、
計
画
し
た
落
英
池
の
か
い
ぼ
り
な
ど
の
施
工
事

業
等
は
お
陰
様
で
⚖
月
末
で
完
了
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
不
明

確
で
あ
っ
た
占
春
園
の
由
来
な
ど
を
〝
占
春
園
覚
え
書
き
〟
と
し

て
、
ご
執
筆
い
た
だ
い
た
伊
藤
純
郎
教
授
に
は
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

⚒

茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
に
つ
い
て

昨
年
⚗
月
茗
渓
会
館
に
於
い
て
発
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か

れ
た
以
降
、
第
⚒
回
・
第
⚓
回
と
盛
況
な
会
を
重
ね
ま
し
た
。
教

育
界
に
あ
る
太
い
柱
と
並
ぶ
産
業
界
等
の
太
い
柱
を
作
り
た
い
と

い
う
趣
旨
と
半
世
紀
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
母
校
の
学
生
の
支

援
を
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
活
発
な
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
の
事
業
計
画
で
は
年
間
⚔
回
開
催
し
、
そ
の
内
⚒
回
を
筑

波
大
学
内
で
実
施
し
て
、
学
生
と
直
接
的
な
対
応
を
試
み
な
が
ら
、

就
職
希
望
学
生
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
第
⚔

回
交
流
会
は
、〝
先
輩
と
後
輩
の
集
い
〟
と
し
て
企
画
し
、
直
接
的

な
対
話
や
個
別
相
談
に
も
応
え
る
と
承
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
進
展
や
展
開
に
つ
い
て
は
、
全
般
に
亘
っ
て
は
組
織
委

員
会
及
び
産
業
人
倶
楽
部
運
営
委
員
会
が
鋭
意
検
討
を
重
ね
て
い

ま
す
が
、
肝
要
な
の
は
各
地
域
組
織
等
の
実
状
や
全
国
の
同
窓
の

皆
様
の
意
志
が
十
分
満
足
さ
れ
る
よ
う
な
機
能
組
織
で
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
忌
憚
の
な
い
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
く
と
と
も
に
十
分
な
連
携
動
作
を
切
望
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
が
実
現
の
力
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
地
域
組
織
等

特
に
設
定
さ
れ
た
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
を
大
枠
の
単
位
と
し
て
、
産
業

人
倶
楽
部
の
立
ち
上
げ
や
活
動
の
定
着
が
見
込
め
な
い
も
の
か
と

期
待
し
て
い
ま
す
。
150
年
記
念
事
業
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
令
和
⚔

年
頃
に
、
全
国
的
な
展
開
が
機
能
し
て
く
れ
れ
ば
と
切
望
し
て
い

ま
す
。

⚓

財
政
健
全
化
活
動
の
強
力
展
開
に
つ
い
て

昨
年
の
総
会
で
、
各
地
域
組
織
等
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
実
情
に

あ
わ
せ
た
方
策
で
、
会
員
・
年
会
費
納
入
率
ア
ッ
プ
の
積
極
的
な

勧
誘
活
動
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。
一
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

お
陰
様
で
初
年
度
な
り
の
一
定
の
成
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
地
域

組
織
等
の
役
員
の
方
々
の
ご
努
力
の
た
ま
も
の
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
会
の
財
政
健
全
化
の
プ
ラ
ス
・
ス
パ
イ

ラ
ル
へ
の
転
換
に
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
道
程
で
す
。
年
度
会
費
納

入
率
は
10
％
（
全
国
平
均
）、
年
会
費
納
入
額
は
お
よ
そ
20
年
前
の

ほ
ぼ
半
分
の
状
況
で
す
。
こ
の
課
題
は
本
会
の
自
助
努
力
必
須
の

要
諦
で
あ
り
、
継
続
し
た
強
力
展
開
が
要
望
さ
れ
ま
す
。

会
費
を
完
納
さ
れ
た
方
々
に
は
、⽛
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
⽜
を
設
け
て
、

特
別
の
お
願
い
を
し
て
有
難
い
ご
援
助
の
ご
厚
情
を
い
た
だ
き
、

本
会
に
対
し
て
多
大
な
ご
貢
献
を
賜
っ
て
い
ま
す
。
心
か
ら
の
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
制
度
は
今
後
も
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
再
び
150
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
申
し
述
べ
お
願
い
を

し
て
お
き
ま
す
。（
後
ほ
ど
委
員
会
か
ら
詳
細
の
報
告
）

昨
年
来
、
総
会
は
じ
め
広
報
を
通
し
て
ご
周
知
と
存
じ
ま
す
が
、

150
年
記
念
事
業
実
行
準
備
委
員
会
を
設
置
し
て
、
広
く
意
見
を
求

め
て
検
討
し
、
ま
た
理
事
会
等
と
共
に
議
論
を
重
ね
る
な
ど
を
経

て
、
計
画
の
大
綱
が
固
ま
っ
た
段
階
に
至
り
ま
し
た
。

本
日
、
総
会
に
本
件
に
関
す
る
理
事
長
挨
拶
、
企
画
（
案
）、
寄

付
募
集
趣
意
書
及
び
寄
付
募
集
要
項
等
を
提
示
い
た
し
ま
し
た
。

ご
精
読
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

本
事
業
の
意
義
や
意
図
す
る
ね
ら
い
等
に
つ
い
て
は
、
前
述
の

理
事
長
挨
拶
及
び
趣
意
書
か
ら
お
汲
み
と
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚

で
す
。

こ
の
記
念
事
業
は
、
茗
渓
会
あ
げ
て
の
行
事
で
あ
り
ま
す
。
重

複
し
ま
す
が
、
基
本
的
な
三
つ
の
重
要
点
を
申
し
述
べ
て
お
き
ま

す
。

⑴

記
念
事
業
等
の
諸
企
画
は
多
彩
を
極
め
ま
す
が
、
会
員
の
皆

様
に
は
何
ら
か
の
形
で
参
加
で
き
る
よ
う
推
し
進
め
実
施
す
る

所
存
で
す
。

⑵

記
念
事
業
の
中
心
と
な
る
時
期
を
令
和
⚔
年
に
置
き
、
本
年

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
て
、
約
⚔
年
間
に
亘
っ
て
諸
企
画
を
進
め
て

参
り
ま
す
。

⑶

記
念
事
業
の
所
要
経
費
は
、
拠
金
方
法
に
よ
り
賄
う
こ
と
と

し
、
全
国
会
員
の
皆
様
に
多
大
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。
寄
付
さ
れ
た
方
の
ご
芳
名
は
150
年
記
念
誌
に
記
載
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
顕
彰
致
し
ま
す
。

本
年
か
ら
大
き
な
歩
み
を
始
め
る
三
つ
の
事
業
に
つ
い
て
縷
々

述
べ
ま
し
た
が
、
三
事
業
を
相
互
に
連
動
さ
せ
な
が
ら
推
し
進
め

て
、
そ
の
成
果
を
挙
げ
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

理
事
会
は
一
丸
と
な
っ
て
本
会
発
展
の
た
め
に
渾
身
の
努
力
を

い
た
し
ま
す
。
代
議
員
の
皆
様
、
全
国
地
域
組
織
等
の
皆
様
に
は

茗
渓
の
絆
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
茗
渓
会
の
一
層
の
発
展
の
た

め
に
、
特
段
の
ご
理
解
と
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
て

私
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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我
々
の
周
り
に
は
水
や
大
気
の
汚
染
、
大
震
災
・
大
災
害
の
発
生
、

貧
困
や
格
差
に
関
す
る
問
題
な
ど
様
々
な
地
球
規
模
課
題
に
溢
れ

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
我
が
国
に
固
有
の
課
題
も
多
様
で
す
。

Society
5.0

の
実
現
は
前
向
き
な
課
題
で
す
。
一
方
、
人
口
減
少
、

高
齢
化
、
あ
る
い
は
地
方
創
生
な
ど
に
関
連
し
た
課
題
で
す
。
我

が
国
の
高
等
教
育
も
、
い
く
つ
か
の
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
そ
の
一
つ
は
、
物
理
的
に
容
易
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
18
歳
人
口
の
急
激
な
減
少
で
す
。
現
在
の
18
歳
人
口
は
118
万
人

程
度
で
す
が
、
⚒
⚐
⚓
⚐
年
に
は
約
100
万
人
、
⚒
⚐
⚔
⚐
年
に
は

約
80
万
人
台
ま
で
減
少
し
ま
す
。
進
学
率
を
飛
躍
的
に
増
加
さ
せ

る
な
ど
の
施
策
の
転
換
な
ど
が
な
い
か
ぎ
り
、
ま
た
国
立
大
学
が

今
と
同
質
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
水
準
の
学
生
を
求
め
続
け
る
の

で
あ
れ
ば
、
学
士
課
程
入
学
定
員
は
人
口
減
少
に
応
じ
て
減
少
さ

せ
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
本
学
に
と
っ
て
も
同
様
で

す
。
し
か
し
、
単
純
に
人
口
減
少
に
従
っ
て
大
学
の
入
学
定
員
を

削
減
す
れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
グ
ロ
ー
バ
ル

化
や
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
が
進
展
す
る
社
会
に
お
い
て
は
一
定

数
の
そ
れ
を
支
え
る
人
材
が
必
要
で
す
。
知
識
基
盤
分
野
の
み
な

ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
、
創
作
分
野
な
ど
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

り
、
幅
広
い
層
が
あ
っ
て
初
め
て
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
が
保
た
れ
ま
す
。

必
要
な
総
数
を
い
か
に
確
保
し
、
育
成
す
る
か
と
い
う
議
論
が
必

要
で
す
。

一
方
、Society

5.0

の
実
現
さ
れ
た
社
会
あ
る
い
は
そ
の
結
果

と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
の
成
果
の
実
装
が
進
む
社
会
を

考
え
る
と
、
大
学
に
お
け
る
教
育
内
容
に
つ
い
て
も
改
革
が
必
要

で
す
。
一
言
で
表
現
す
れ
ば
、
真
に
人
が
か
か
わ
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
仕
事
、
あ
る
い
は
か
か
わ
る
べ
き
仕
事
を
見
出
す
と
と
も

に
、
そ
の
仕
事
に
お
い
て
新
た
な
価
値
の
創
造
に
繋
が
る
活
動
の

で
き
る
人
材
の
育
成
が
、
ま
た
労
働
集
約
型
社
会
か
ら
知
識
集
約

型
社
会
へ
の
変
化
に
対
応
で
き
る
人
材
の
養
成
が
高
い
レ
ベ
ル
で

の
研
究
力
と
と
も
に
大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
本

年
⚔
月
か
ら
、
学
群
・
学
類
の
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
る

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
並
行
し
て
、
全
学
的
な

大
学
院
の
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
に
つ
い
て
も
文
科
省
に
書
類
を
提

出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ど
れ
も
本
学
の
今
後
の
教
育
を
実
現
す
る

た
め
の
改
革
で
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
是
非
こ
れ
ら
を
享
受
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
は
平
昌
五
輪
や
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
あ
り
、
日

本
人
選
手
の
活
躍
に
沸
き
ま
し
た
。
本
学
の
学
生
も
国
内
外
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
学
長
と
し
て
誇
り
に
思
い
ま
す
。
一

方
、
ス
ポ
ー
ツ
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。
と
く
に
、
昨
年
⚕
月
の
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
に
関
わ
る
事
件
は
大
学
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
曖

昧
で
あ
っ
た
い
く
つ
か
の
課
題
を
提
起
し
ま
し
た
。
こ
の
⚓
月
⚑

日
に
大
学
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｓ
）
が
発
足
し
ま
し
た
。

大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
収
益
化
、
学
生
の
安
全
確
保
、
学
業
と
の
両
立

を
目
指
す
と
い
う
設
立
目
的
に
は
賛
同
し
ま
す
が
、
学
生
の
成
長

を
一
番
に
考
え
る
べ
き
と
の
観
点
か
ら
本
学
は
参
加
を
見
合
わ
せ

ま
し
た
。
学
連
の
位
置
付
け
が
変
わ
れ
ば
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｓ
に
参
加

し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
は
本
学
は
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
デ

パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
理
念
を
実
装
し
、
国
内
に
波
及
さ
せ
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
本
学
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
す
る
大
学
と
し

て
、
ま
た
関
連
領
域
を
教
育
研
究
す
る
大
学
と
し
て
、
今
年
度
も

大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
考
え
、
発
信
し
、
先
導
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

大
学
の
教
育
研
究
に
必
要
な
国
か
ら
の
財
政
支
援
が
国
の
財
政

状
況
を
考
え
れ
ば
今
以
上
に
伸
び
て
行
く
こ
と
が
期
待
で
き
な
い

状
況
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
本
学
は
教
育
研
究
の
革
新
に

向
け
て
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
現
在
、
研
究
力
強
化
事
業
の
⚒

期
目
⚕
年
の
、
ま
た
申
請
数
20
か
ら
選
ば
れ
た
⚘
事
業
の
う
ち
の

一
つ
で
あ
る
国
立
大
学
経
営
改
革
促
進
事
業
の
展
開
中
で
す
。
教

学
に
関
連
し
た
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
す
が
、
本
学
計
算
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
と
東
京
大
学
が
共
同
運
営
す
る
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

O
akforestPA

CS

が
ス
ト
レ
ー
ジ
性
能
ラ
ン
キ
ン
グ
を
示
す

IO
-500

リ
ス
ト
で
世
界
一
位
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
に

は
⽛
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ク
ス
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
⽜
が
卓
越
大
学
院
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
こ
れ
に
続
く
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
申
請
中
で
す
。
日
本
経
済
新
聞
社
と
日
経
Ｈ
Ｒ
に
よ
る
⽛
企
業

の
人
事
担
当
者
か
ら
見
た
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
調
査
⽜
に
お
い
て
、

本
学
が
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
⚑
位
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
上
場

企
業
と
有
力
非
上
場
企
業
の
人
事
担
当
者
が
採
用
し
た
学
生
か
ら

見
た
大
学
の
⽛
行
動
力
⽜⽛
対
人
力
⽜⽛
知
力
・
学
力
⽜⽛
独
創
性
⽜

を
評
価
し
た
も
の
で
、
本
学
の
人
材
育
成
力
が
高
い
評
価
を
得
た

こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
様
々
な
こ
と
を
経
験
す
る
年
と
な
り
ま
す
。
年
号
が

代
わ
り
ま
し
た
。
⚖
月
に
は
Ｇ
20
貿
易
・
デ
ジ
タ
ル
経
済
大
臣
会

合
が
つ
く
ば
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
学
は
、
Ｇ
20
貿
易
・
デ
ジ

タ
ル
経
済
大
臣
会
合
を
挟
ん
で
行
わ
れ
る
⚒
つ
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

エ
ン
ス
に
関
わ
る
国
際
会
議
の
開
催
に
責
任
が
あ
り
ま
す
。
⚙
月

か
ら
は
約
⚑
ヶ
月
半
を
か
け
て
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
⚒
⚐

⚑
⚙
日
本
大
会
が
日
本
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
⚙
月
に
第
74
回

国
民
体
育
大
会
、
10
月
に
第
19
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

茨
城
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
Ｔ
Ｇ
Ｓ
Ｗ
に
代
わ

り
、
よ
り
大
き
な
目
的
を
持
っ
て
10
月
⚒
〜
⚔
日
に
か
け
て
筑
波

国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
る
⽛
筑
波
会
議
⽜
に
各
方
面
か
ら
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
筑
波
大
学
は
様
々
な
出
来
事

を
経
験
し
な
が
ら
、
明
日
の
課
題
を
見
据
え
つ
つ
、
日
々
の
研
究

と
教
育
と
学
生
に
じ
っ
く
り
向
き
合
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

茗
渓
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
本
学
へ
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
元
年
度

茗
渓
会
定
時
総
会

ご

挨

拶

国
立
大
学
法
人

筑
波
大
学
長

永

田

恭

介

（
代
読
筑
波
大
学
副
学
長
清
水

諭
)

日
頃
よ
り
、
貴
会

か
ら
の
本
学
へ
の
ご

支
援
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
貴
会
の

令
和
元
年
度
の
定
時

総
会
に
際
し
て
、
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。現

在
、
私
た
ち
は

激
動
す
る
世
界
の
中

に
あ
り
、
し
か
も
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一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
(令
和
元
年
度
)

第
８
回
定
時
総
会
議
事
(要
旨
)

一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
第
⚘
回
定
時
総
会
は
、

令
和
元
年
⚕
月
23
日
㈭
13
時
30
か
ら
茗
渓
会
館

⚒
階
⽛
茗
渓
⽜
の
間
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
議
事
に
先
立
ち
、
高
野
常
務
理
事
よ
り
代

議
員
総
数
97
名
の
う
ち
、
出
席
62
名
、
委
任
状

に
よ
る
出
席
24
名
、
合
計
86
名
の
出
席
が
あ
り
、

定
款
第
17
条
に
よ
り
定
時
総
会
は
成
立
す
る
、

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
関
連
法
人

の
筑
波
学
都
資
金
財
団
か
ら
⚒
名
の
出
席
を
了

解
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

理
事
長
挨
拶

江
田
理
事
長
か
ら
、
昨
年
に
続
き
⽛
茗
渓
創

基
150
年
記
念
事
業
の
企
画
・
実
施
の
推
進
⽜⽛
茗

渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
の
定
着
、
発
展
と
展

開
⽜⽛
財
政
健
全
化
活
動
の
強
力
展
開
⽜
の
三
つ

の
事
業
は
、
本
年
か
ら
相
互
に
連
動
さ
せ
な
が

ら
更
に
強
力
に
推
進
し
成
果
を
挙
げ
た
い
、
ま

た
、
150
年
記
念
事
業
の
諸
企
画
に
は
会
員
が
参

加
出
来
る
よ
う
に
し
、
約
⚔
年
間
に
亘
っ
て
推

し
進
め
、
そ
の
所
要
経
費
は
全
国
会
員
の
拠
金

に
よ
り
賄
い
た
い
、
な
ど
本
会
の
当
面
す
る
重

要
課
題
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。（
Ｐ
⚔

参
照
）

続
い
て
筑
波
大
学
長
が
所
用
の
た
め
欠
席
さ

れ
た
の
で
、
佐
藤
副
学
長
か
ら
学
長
祝
辞
が
代

読
さ
れ
ま
し
た
。（
Ｐ
⚕
参
照
）

議
長
就
任
、
開
会
宣
言
及
び
議
事
録
署
名
人

常
務
理
事
か
ら
、
定
款
第
15
条
に
よ
り
理
事

長
が
議
長
に
つ
き
、
次
い
で
、
議
長
か
ら
、
第

⚘
回
定
時
総
会
を
開
催
す
る
と
の
開
会
宣
言
が

あ
り
ま
し
た
。
定
款
第
19
条
に
よ
り
議
事
録
は

議
長
及
び
総
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
議
事
録

署
名
人
⚒
名
が
署
名
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
、

と
の
説
明
が
あ
り
、
本
総
会
選
出
の
議
事
録
署

名
人
⚒
名
に
は
、
柳
久
美
子
代
議
員
と
渡
邊
悟

代
議
員
を
選
出
し
て
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

審
議
事
項

第
⚑
号
議
案

平
成
30
年
度
事
業
報
告
、
決
算

書
類
及
び
監
査
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

議
長
か
ら
、
本
議
案
は
一
括
提
案
説
明
、
一

括
審
議
、
一
括
承
認
の
流
れ
で
諮
り
た
い
と
の

発
言
が
あ
り
、
次
い
で
、
常
務
理
事
か
ら
30
年

度
の
事
業
に
つ
い
て
、
ま
た
、
岩
田
局
長
代
理

か
ら
30
年
度
予
算
・
実
績
対
照
表
、
貸
借
対
照

表
、
財
産
目
録
、
注
記
事
項
、
正
味
財
産
増
減

計
算
書
、
財
務
諸
表
附
属
明
細
書
、
財
務
諸
表

に
対
す
る
注
記
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
概
要
説

明
が
あ
り
、
飯
塚
監
事
か
ら
、
30
年
度
会
計
期

間
に
お
け
る
会
計
・
業
務
の
監
査
結
果
は
、
法

令
又
は
定
款
に
違
反
す
る
事
実
は
な
く
適
正
と

認
め
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
代
議
員
か
ら
、
第
一
生
命

保
険
に
保
証
金
14
億
円
を
26
年
後
に
一
括
返
却

す
る
計
画
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
今
後
毎
年

約
⚔
千
万
の
積
立
計
画
で
26
年
後
に
は
返
却
で

き
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

以
上
を
受
け
て
、
議
長
が
、
本
議
案
を
一
括

し
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
本
議
案
は
賛
成
多
数
で

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

高野 力 常務理事

議
長
就
任
、
議
事
録
署
名
人
及
び
開
会
宣
言

審
議
事
項

飯塚良成 監事

第
⚒
号
議
案

令
和
元
年
度
事
業
計
画
(案
)

及
予
算
(案
)に
つ
い
て

議
長
か
ら
、
本
議
案
は
一
括
提
案
説
明
、
一

括
審
議
、
一
括
承
認
の
流
れ
で
諮
り
た
い
と
の

発
言
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
常
務
理
事
か
ら
元

年
度
事
業
計
画
(案
)に
つ
い
て
、
ま
た
、
岩
田

局
長
代
理
か
ら
元
年
度
予
算
(案
)に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
提
案
説
明
が
あ
り
、
議
長
か
ら
、
本

議
案
を
一
括
し
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
本
議
案
は

賛
成
多
数
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
⚓
号
議
案

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

役
員
は
、
本
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
選
任
さ

れ
ま
す
が
、
本
件
は
、
理
事
⚑
名
の
辞
任
に
伴

う
補
充
人
事
で
、
候
補
者
は
理
事
会
内
に
設
け

ら
れ
た
役
員
選
考
委
員
会
で
選
考
し
、
理
事
会

の
合
意
を
得
て
本
総
会
に
提
案
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
、
役
員
の
任
期
は
⚒
年
で
す
が
、
理
事

辞
任
に
伴
う
補
充
人
事
で
あ
る
た
め
、
任
期
は

残
存
任
期
⚑
年
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
本
年
⚔

月
20
日
、
役
員
選
考
委
員
会
（
委
員
⚗
名
）
を

開
催
し
て
、
慎
重
審
議
の
上
、
候
補
者
と
し
て

春
山
賢
男
氏
を
選
考
し
、
⚔
月
理
事
会
で
合
意

を
得
ま
し
た
の
で
、
本
総
会
に
上
程
し
た
い
と

の
提
案
が
あ
り
、
本
議
案
は
異
議
な
く
賛
成
多

数
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

井口武雄 副理事長

第
⚔
号
議
案

定
款
の
変
更
（
第
21
条
⚒
項
の

一
部
変
更
）
に
つ
い
て

定
款
の
変
更
は
、
総
社
員
の
⚓
分
の
⚒
以
上

の
多
数
を
も
っ
て
決
議
す
る
こ
と
が
必
要
で
、

本
議
案
は
、
本
年
⚓
月
理
事
会
で
承
認
を
得
て

い
る
と
し
て
、
定
款
新
旧
対
照
表
に
基
づ
き
、

定
款
の
変
更
案
の
変
更
理
由
及
び
変
更
内
容
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

本
議
案
に
つ
い
て
諮
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
本
議
案

は
賛
成
多
数
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。



7

第
⚕
号
議
案

会
費
規
程
の
変
更
（
第
⚓
条
⚕

項
の
一
部
変
更
）
に
つ
い
て

会
費
規
程
の
変
更
は
、
総
会
の
決
議
が
必
要

で
あ
り
、
本
議
案
に
つ
い
て
は
、
本
年
⚓
月
理

事
会
で
承
認
を
得
て
い
る
と
し
て
、
会
費
規
程

新
旧
対
照
表
に
基
づ
き
、
会
費
規
程
の
変
更
案

の
変
更
理
由
及
び
変
更
内
容
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
本
議
案
に
つ

い
て
諮
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
本
議
案
は
賛
成
多
数

で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

⑴
第
⚔
号
議
案
に
関
連
し
た
本
会
役
員
の
選
定

に
つ
い
て

第
⚔
号
議
案
で
承
認
さ
れ
た
⚒
名
以
内
と
す

る
常
務
理
事
は
、
理
事
会
の
決
議
に
よ
っ
て
理

事
の
中
か
ら
選
定
さ
れ
、
ま
た
、
事
務
局
長
は
、

理
事
長
が
理
事
会
の
承
認
を
得
て
任
免
さ
れ
る

た
め
、
本
年
⚓
月
理
事
会
で
諮
っ
た
と
こ
ろ
、

事
務
局
長
を
兼
任
し
た
法
人
業
務
全
体
を
担
当

す
る
常
務
理
事
に
は
矢
野
正
人
理
事
、
150
年
記

念
事
業
を
推
進
す
る
担
当
常
務
理
事
に
は
高
野

力
理
事
を
充
て
る
こ
と
に
つ
い
て
内
諾
を
得
て

い
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

⑵
茗
渓
創
基
150
年
記
念
事
業
（
企
画
と
拠
金
）

に
つ
い
て

150
年
記
念
事
業
は
、
理
事
長
の
明
確
な
方
針

の
も
と
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
本
年
か
ら
約

⚔
年
間
に
亘
っ
て
記
念
事
業
の
諸
企
画
を
進
め

て
い
く
と
の
報
告
が
あ
り
、
記
念
誌
の
編
纂
で

⽛
各
地
域
組
織
の
歩
み
と
そ
の
発
展
に
尽
く
し

た
人
々
⽜
と
い
う
章
を
設
け
る
の
で
、
各
地
域

組
織
等
に
お
け
る
活
動
を
記
述
願
い
た
い
と
の

要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
150
年
記
念
事
業

に
つ
い
て
想
定
さ
れ
る
企
画
(案
)の
具
体
的
内

容
並
び
に
150
年
記
念
事
業
の
所
要
経
費
を
賄
う

た
め
の
寄
付
金
募
集
趣
意
書
及
び
寄
付
募
集
要

項
に
つ
い
て
概
要
説
明
が
あ
り
、
各
地
方
組
織

等
に
お
け
る
ご
理
解
・
ご
協
力
方
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。

⑶
令
和
元
年
度
組
織
委
員
会
事
業
計
画
及
び
第

⚔
回
茗
渓
・
筑
波
産
業
人
倶
楽
部
意
見
交
流

会
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
組
織
委
員
会
事
業
計
画
（
基
本

方
針
、
全
国
展
開
事
業
計
画
、
茗
渓
・
筑
波
産

業
人
倶
楽
部
の
動
向
）
及
び
第
⚔
回
茗
渓
・
筑

波
産
業
人
倶
楽
部
⽛
第
⚑
回
就
活
相
談
会
⽜
の

概
要
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

⑷
財
政
健
全
化
へ
の
歩
み
（
各
地
域
組
織
会
費

納
入
者
の
推
移
）
に
つ
い
て

財
政
健
全
化
へ
の
歩
み
（
各
地
域
組
織
会
費

納
入
者
の
推
移
等
）
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
今
後
の
財
政
健
全
化
へ
の
具
体

的
な
取
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
各
地
域

組
織
に
対
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
に
つ
き
要
請

が
あ
り
ま
し
た
。

諸
連
絡
等

⑴
会
員
登
録
・
会
費
納
入
状
況
等
に
つ
い
て

会
員
登
録
状
況
、
年
度
別
会
費
納
入
状
況
、

各
地
域
組
織
納
入
者
明
細
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

⑵
令
和
元
年
度
地
域
組
織
等
か
ら
の
連
絡
文
書

に
つ
い
て

地
域
組
織
等
か
ら
の
連
絡
文
書
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
連
絡
文
書
の
様
式
は
、
茗
渓

会
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
提
出
願
い

た
い
、
ま
た
、
春
秋
の
叙
勲
受
章
者
の
連
絡

用
紙
、
地
域
組
織
等
の
組
織
表
、
地
域
組
織

等
に
お
け
る
活
動
及
び
代
議
員
選
挙
届
は
、

必
ず
提
出
願
い
た
い
と
の
要
請
が
あ
り
ま
し

た
。

⑶
代
議
員
選
挙
に
つ
い
て

代
議
員
選
挙
規
程
及
び
令
和
元
年
度
構
成

人
員
に
基
づ
く
代
議
員
推
薦
数
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
代
議
員
の
立
候
補
届
出
書
、
候

補
者
推
薦
書
及
び
候
補
者
名
簿
は
、
各
提
出

期
限
迄
に
提
出
願
い
た
い
と
の
要
請
が
あ
り

ま
し
た
。

⑷
関
連
法
人
の
役
員
紹
介
等
に
つ
い
て

関
連
法
人
で
あ
る
筑
波
学
都
資
金
財
団
の

福
田
筑
波
研
修
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
及
び
信

太
学
生
宿
舎
管
理
事
務
所
長
並
び
に
茗
渓
学

園
の
田
代
中
学
校
高
等
学
校
長
及
び
柴
田
事

務
局
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
配
布
資
料
に
基
づ

き
概
要
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

宮尾 徹 理事

河本 武 理事

福田 滋 筑波研修センター事務局長

閉

会

江
田
理
事
長
か
ら
閉
会
宣
言
が
な
さ
れ
、
総

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

総
会
に
引
き
続
き
、
会
場
を
⚔
階
に
移
し
て

会
員
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
江
田
理
事
長
に
よ

る
挨
拶
、
出
席
者
に
よ
る
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

信太郁夫 学生宿舎管理事務所長
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平成30年度決算報告

貸借対照表
平成31年⚓月31日

（単位：千円)

科 目 当 年 度

Ⅰ 資産の部

⚑．流動資産

現金預金

未収消費税

流動資産合計

⚒．固定資産

固定性預金

建物

構築物

機械装置

什器備品

土地

固定資産合計

95,750

95,750

284,060

692,449

3,586

2,160

538

314,776

1,297,569

資産合計 1,393,319

Ⅱ 負債の部

⚑．流動負債

前受金

未払法人税

未払消費税

預り金

流動負債合計

⚒．固定負債

退職給与引当金

満期共済金引当金

保証金

修繕費積立金

固定負債合計

21,835

7,813

1,761

306

31,716

5,173

24,500

1,410,000

1,439,673

負債合計 1,471,388

Ⅲ 正味財産の部

一般正味財産

正味財産合計

△78,070

△78,070

負債及び正味財産合計 1,393,319

正味財産増減計算表
平成30年⚔月⚑日から平成31年⚓月31日

（単位：千円)

科 目 当 年 度
Ⅰ 一般正味財産増減の部
⚑ 経常増減の部
⑴ 経常収益
基本財産運用収益
地代収入
建物賃貸収入

会費収入
正会員受取会費
茗渓フェロー会費

事業収益
委託料収入
公告料収入

寄附金
寄附金収入

退職給付引当金取崩収入
退職給付引当金戻入益

雑収益
受取利息
駐車場利用収入
雑収益

経常収益計
⑵ 経常費用
事業費
給与手当費
式典事業費
旅費交通費
負担金
通信運搬費
印刷製本費
水道光熱費
業務委託費
租税公課
修繕費
火災保険料
支払利息
助成金
退職給付費用

管理費
監事報酬
臨時雇賃金
退職金
福利厚生費
総会諸費
会議費
旅費交通費
通信運搬費
什器備品費
消耗品費
印刷製本費
集金費
諸謝金
負担金
会員データ管理費
渉外費
賃借料
減価償却費
租税公課
雑費

経常費用計
当期経常増減額

⚒ 経常外増減の部
⑴ 経常外収益
経常外収益計
⑵ 経常外費用
固定資産除却損

経常外費用計
当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高

58,900
25,183

23,703
2,537

2,612
3,514

1,881

0

361
1,218
1,510

121,419

24,111
439
750
230

5,791
3,301
2,304
7,995
20,704
2,003
763
0

5,313
674

150
201
0
52

1,162
753

1,394
1,691
554
321
632

2,277
701
30

2,681
76
767

36,103
9,574
39

133,538
△12,118

0

0
0
0

△12,118
△65,951
△78,070

Ⅳ 正味財産期末残高 △78,070

収支計算書
平成30年⚔月⚑日～平成31年⚓月31日

（単位：千円)

Ⅰ 事業活動収支の部

⚑．事業活動収入

⑴ 事業活動収入

会費収入

正会員会費収入

茗渓フェロー収入

事業収益

地代収入

賃貸料収入

委託料収入

広告料収入

寄付金収入

寄付金収入

雑収入

駐車場利用収入他

受取利息収入

雑収入

退職給付引当金取崩収入

退職給付引当金取崩収入

事業活動収入計

⑵ 事業活動支出

事業費支出

管理費

予備費

事業活動支出計

事業活動収支差額

26,240

23,703

2,537

90,209

58,900

25,183

2,612

3,514

1,881

1,881

3,089

1,218

361

1,510

0

0

121,419

73,704

13,483

0

87,187

34,233
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令和元年度 一般社団法人 茗渓会 事業計画
⚑．事業計画のねらい
⑴ 本年度は一般社団法人移行後⚘年目にあたり、将来を見通し、さらに事業を円滑に進めるための計画を実施する。
⑵ 茗渓会館の利活用を安定・向上させることを重点事業と捉え取り組む。
⑶ 平成28年作成の中期将来計画に基づき、継続して将来を見通し事業を展開する。
⑷ 地域組織等の活動の充実・活性化事業を推進する。
⑸ 新規会員の獲得・正会員の増加及び会費納入率アップのための組織的・計画的な活動を推進する。
⚒．事業の目的（定款第⚓条）

会員相互の親睦及び互助並びに知徳の啓発を図り、併せて国立大学法人筑波大学の目的及び使命の達成に協力し、学術、文化、
教育並びに社会貢献活動及び国際相互理解の促進に資する事を目的とする。
⚓．事業の内容（定款第⚔条）
⑴ 会員相互の親睦を図るための交流事業並びに会員の福祉を図るための共済に関する事業
① ⽛茗渓・筑波産業人倶楽部⽜の活動推進 ② ホームページの充実による交流促進
③ 追悼のつどいの実施
⑵ 定期刊行物その他出版物などの発行に関する事業
① 季刊誌⽛茗渓⽜の発行…年⚔回
⑶ 研修会、講演会、公開講座等会員その他の教養向上と地域社会への貢献に資する事業
① 公開講座の実施 ② 地域組織等主催による公開講座への助成
⑷ 学術、芸術、社会貢献、国際相互理解等の顕著な活動に対する奨学、支援、表彰などに関する事業
① 学生諸活動への助成事業
⑸ 財産の管理・運営に関する事業
① 財政の健全化 ② 茗渓会館の利活用を安定・向上させる事業
⑹ 教育の振興、普及活動に資する事業
① 筑波大学側と地域組織等との交流 ② 筑波大学就職ガイダンスへの協力
③ 教職受験対策研修会の開催
⑺ 茗渓創基150年記念事業の準備・推進
⑻ その他、この法人の目的を達成するために必要な事業
⚔．前項の各事業は、全国において行うものとする

令和元年度予算書 平成31年⚔月⚑日～令和⚒年⚓月31日 （単位：千円)

科 目 Ｒ元年度予算

Ⅰ 事業活動収支の部
⚑．事業活動収入
⑴ 事業活動収入
会費収入
正会員会費収入
フェロー収入
事業収益
地代収入
建物賃貸収入
委託料収入
広告料収入
寄付金収入
寄付金収入
雑収入
駐車場利用収入
受取利息収入
その他雑収入
退職給付引当金取崩
退職給付引当金取崩

事業活動収入計

26,240
23,703
2,537
90,298
58,900
25,272
2,612
3,514
100
100
2,741
1,217
14

1,510
0
0

119,379

科 目 Ｒ元年度予算

⑵ 事業活動支出
事業費支出
給料手当支出
助成金支出
式典費支出
旅費交通費支出
負担金支出
通信運搬費支出
印刷製本費支出
租税公課支出
業務委託費支出
光熱水料費支出
火災保険料支出
修繕費支出
管理費
監事報酬
給料手当
臨時雇賃金
退職金支出
福利厚生費

85,510
28,100
5,313
439
950
230
6,291
3,301
30,278
5,741
2,304
763
1,800
13,845
150
0
201
0
52

科 目 Ｒ元年度予算

総会諸費支出

会議費支出

旅費交通費支出

通信運搬費支出

集金費支出

什器備品費支出

消耗品費支出

印刷製本費支出

会員データ管理費支出

諸謝金支出

負担金支出

渉外費支出

賃借料支出

雑支出

予備費

事業活動支出計

事業活動収支差額

1,162

953

1,700

1,620

2,226

554

255

468

2,900

701

30

76

767

30

0

99,355

20,024

平成30年度 一般社団法人 茗渓会 事業計画
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⚒
⚐
⚑
⚙
年
⚖
月
14
日
(金
)午
後
⚑
時
か
ら
⚕
時
半
ま
で
、
筑

波
大
学
大
学
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
⚔
回
目
の
茗
渓
・
筑
波

産
業
人
倶
楽
部
（
以
下
、
産
業
人
倶
楽
部
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、⽛
教
育
界
に
あ
る
茗
渓
会
の
太
い
柱
と
並
ぶ
産
業
界

の
太
い
柱
を
作
り
た
い
⽜
と
い
う
趣
旨
の
会
で
す
が
、
総
合
大
学

と
な
り
半
世
紀
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
筑
波
大
学
の
学
生
の
就

職
活
動
の
支
援
を
具
体
的
に
し
よ
う
と
、⽛
今
回
は
学
生
が
主
役
⽜

と
い
う
こ
と
で
⽛
第
⚑
回
就
活
相
談
会
⽜
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
日
の
午
後
⚑
時
開
始
と
い
う
こ
と
で
授
業
時
間
と
重
な
る
開

催
で
あ
っ
た
せ
い
も
あ
っ
て
最
初
学
生
の
集
ま
り
が
少
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
結
局
、
学
生
78
人
、
講
師
22
人
、
運
営
等
併
せ
て
122

人
の
参
加
者
で
し
た
。
参
加
者
は
、
大
学
⚑
年
生
か
ら
大
学
院
生

ま
で
幅
広
い
年
代
層
の
就
職
や
キ
ャ
リ
ア
に
興
味
関
心
の
高
い
学

生
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
開
会
式
の
後
の
第
一
部
の
⽛
意
見
交
換
会
⽜
に
続

き
、
第
二
部
で
は
現
役
筑
波
大
学
生
が
各
方
面
で
実
際
に
活
躍
し

て
い
る
企
業
人
の
先
輩
に
直
接
、
自
由
に
話
し
が
で
き
る
と
い
う

貴
重
な
⽛
個
別
相
談
会
⽜
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
れ
ぞ

れ
職
業
分
野
ご
と
に
分
か
れ
た
21
の
ブ
ー
ス
を
設
定
し
て
、
20
分

切
替
で
、
い
ろ
い
ろ
な
ブ
ー
ス
に
行
っ
て
自
由
に
先
輩
と
相
談
で

き
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
今
回
参
加
者
が
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い

た
め
逆
に
時
間
的
余
裕
も
あ
っ
て
、
多
く
の
ブ
ー
ス
で
ほ
ぼ
一
対

一
の
相
談
が
で
き
た
の
で
、
参
加
し
た
学
生
に
は
実
に
貴
重
な
経

験
が
で
き
た
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
講
師
を
務

め
て
く
れ
た
先
輩
の
自
信
に
満
ち
た
生
き
生
き
と
し
た
姿
に
も
感

銘
を
受
け
た
よ
う
で
す
。

今
回
は
、
そ
の
第
一
部
、
第
二
部
の
概
要
と
参
加
し
た
先
輩
や

学
生
の
声
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

●
開
会
の
挨
拶

産
業
人
倶
楽
部
の
発
起
人
の
一
人
で
あ
り
、
現
同
会
長
で
も
あ

る
河
本
武
（
Ｓ
37
教
大
体
・
Ｓ
39
教
大
院
単
位
取
得
退
学
、
(株
)

ユ
ー
ハ
イ
ム
会
長
）
さ
ん
か
ら
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。



河
本
武
さ
ん

人
生
は
出
会
い
に
始
ま
る
筋
書
き
の
な
い
ド
ラ
マ

⽛
私
は
菓
子

屋
で
す
が
、
新

し
い
店
舗
の
発

表
の
初
日
は
客

が
ほ
と
ん
ど
い

な
い
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
何

度
も
経
験
し
て

い
ま
す
。
今
日

は
、
そ
う
い
う

中
で
情
報
感
度
の
高
い
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
き

っ
と
数
年
後
、
十
年
後
に
こ
の
状
況
は
大
き
く
変
わ
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
そ
う
な
っ
た
と
き
、
こ
の
第
⚑
回
目
の
今
日
を
思
い
出

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
生
⚓
ス
テ
ー
ジ
の
う
ち
、
大
学
生
と
い
う
第
⚑
ス
テ
ー
ジ
の

最
後
の
段
階
に
い
る
諸
君
が
、
今
社
会
人
と
い
う
第
⚒
ス
テ
ー
ジ

に
移
行
す
る
大
切
な
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
の
心
構

え
で
職
業
人
生
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
し
っ
か
り
し
た

心
構
え
を
も
っ
て
第
⚒
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。
日
経
新
聞
に
よ
る
と
、
企
業
の
人
事
担
当
者
か
ら
の

イ
メ
ー
ジ
で
は
、
筑
波
大
学
生
は
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
⚑
位
で
あ
る

と
い
い
ま
す
。
ぜ
ひ
企
業
で
も
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
、
定
年
退

職
時
に
も
第
⚑
位
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
職
業
人

と
な
っ
た
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
茗
渓
会
に
入
っ
て
、
産
業
人
倶
楽

部
に
も
入
り
、
単
な
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
で
は
な
く
、
と
も

に
企
業
を
動
か
す
経
営
者
と
し
て
学
び
あ
い
教
え
あ
い
、
成
長
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
よ
う
な
機
会
も
大
い

に
活
用
し
て
第
⚒
ス
テ
ー
ジ
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
し
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
今
日
は
折
角
の
機
会
で
す
の
で
、
本
音
で
語
り
合
っ
て

く
だ
さ
い
。⽜
と
、⽛
人
生
は
筋
書
き
の
な
い
ド
ラ
マ
⽜
と
い
う
レ

ジ
ュ
メ
を
用
意
さ
れ
て
、
魂
の
こ
も
っ
た
熱
い
激
励
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

●
第
一
部
⽛
意
見
交
換
会
⽜

意
見
交
換
会
で
は
、
茗
溪
会
の
組
織
委
員
会
副
委
員
長
で
も
あ

る
廣
田
則
夫
（
Ｓ
53
筑
一
社
、
(株
)ア
セ
ア
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

専
務
取
締
役
）
さ
ん
か
ら
、⽛
私
も
筑
波
大
学
の
一
期
生
だ
が
、
そ

の
年
代
の
Ｏ
Ｂ
が
定
年
を
迎
え
る
時
期
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

筑
波
大
学
の
Ｏ
Ｂ
は
海
外
で
も
大
い
に
活
躍
し
て
、
茗
溪
会
と
し

て
交
流
し
て
い
ま
す
。
今
や
ど
こ
の
会
社
に
入
っ
て
も
活
躍
さ
れ

て
い
る
筑
波
大
学
の
先
輩
が
い
る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回

も
そ
の
よ
う
な
先
輩
に
多
く
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

自
由
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。⽜
と
、
今
回
開
催
の
趣
旨
に
つ
い
て

話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
先

輩
の
中
で
も
民

間
企
業
か
ら
採

用
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
谷
出
正

直
さ
ん
と
、
就

職
関
係
の
起
業

家
で
あ
る
成
瀬

拓
也
さ
ん
の
二

人
の
や
り
と
り

の
形
で
、
今
回
開
催
の
趣
旨
や
就
職
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
こ
と
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。



谷
出
正
直
さ
ん
(Ｈ
17
筑
修
体
、
採
用
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
)

就
活
は
大
学
受
験
と
は
違
う
。
行
動
を
し
て

⽛
卒
業
後
、
民
間
企
業
に
11
年
間
勤
務
後
、
採
用
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
転
身
し
て
、
採
用
に
つ
い
て
企
業
と
大
学
の
両
方
の
支
援
を

し
て
い
ま
す
。
今
回
こ
の
就
活
相
談
会
の
企
画
を
し
ま
し
た
。
就

職
支
援
の
仕
事
を
し
な
が
ら
現
役
の
大
学
生
と
話
す
と
、
皆
さ
ん

が
就
職
活
動
も
大
学
受
験
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
考
え
が
ち
で
す

が
、
就
職
活
動
は
、
正
解
が
あ
っ
て
何
点
取
れ
ば
合
格
す
る
と
い

う
よ
う
な
大
学
受
験
と
は
全
く
違
う
こ
と
を
理
解
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
で
ど
う
答
え
れ
ば
よ
い
の
か
と
か
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を

ど
う
書
け
ば
い
い
の
か
な
ど
、
正
解
を
求
め
る
発
想
か
ら
脱
却
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

河本 武氏

廣田則夫氏
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仕
事
に
就
い
た
と
き
、
そ
れ
を
ど
う
知
っ
た
の
か
を
突
き
詰
め

る
と
、
二
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
人
に
会
っ
た
か
、
情
報
に
出
会

っ
た
か
の
二
つ
で
す
。
小
学
生
に
将
来
就
き
た
い
仕
事
を
聞
い
て

も
、
超
一
流
企
業
名
な
ど
が
出
て
こ
な
い
の
は
、
情
報
と
し
て
知

っ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
こ
う
い
う
場
を
使
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

人
の
話
を
聞
い
て
共
感
で
き
た
も
の
が
適
切
な
情
報
と
し
て
残
っ

て
い
く
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
い
ろ
い
ろ
な
人
の
話
を
聞
い
て
く
だ

さ
い
。

こ
う
い
う
機
会
を
作
っ
て
行
動
し
て
欲
し
い
と
話
し
た
後
、
メ

ー
ル
を
送
っ
た
り

ア
ポ
イ
ン
ト
を
取

っ
た
り
実
際
に
行

動
す
る
人
は
、
ど

れ
位
い
る
と
思
い

ま
す
か
。
な
ん
と

⚔
％
程
度
で
す
。

ほ
と
ん
ど
行
動
し

な
い
の
で
す
。
だ

か
ら
行
動
し
た
だ

け
で
、
凄
く
目
立

つ
の
で
す
。
も
し
、

共
感
で
き
る
場
合

が
あ
っ
た
ら
、
ぜ

ひ
行
動
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。⽜



成
瀬
拓
也
さ
ん
(Ｈ
15
筑
体
専
、
(株
)ウ
ィ
ル
フ
ォ
ワ
ー
ド
経
営
者
)

メ
ン
タ
ー
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
、
ラ
イ
バ
ル
を
持
て

⽛
参
加
者
の
中
で
も
特
に
ユ
ニ
ー
ク
な
経
歴
な
の
で
、
こ
こ
に

呼
ば
れ
た
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
学
卒
業
後
、
起
業
を
考
え

て
い
た
が
、
ま
ず
会
社
勤
め
を
し
よ
う
と
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
勤
め
、
新
規
事
業
や
人
事
採
用
担
当
な

ど
を
や
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
自
分
で
会
社
を
立
ち
上
げ
経
営
す

べ
き
だ
と
思
い
起
業
し
ま
し
た
。
ラ
イ
ザ
ッ
プ
な
ど
会
社
立
ち
上

げ
を
と
も
に
行
っ
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
大
企
業
、
フ
リ

ー
ラ
ン
ス
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
希
有
な
存
在
だ
と
い
う

こ
と
で
今
回
呼
ば
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
学
時
代
は
陸
上
競
技
を
や
っ
て
い
て
、
箱
根
出
場
を
目
指
し

て
い
ま
し
た
が
、
結
局
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
諦
め
き
れ

ず
就
職
の
決
ま
っ
て
い
た
仲
間
の
就
職
を
止
め
て
大
学
院
に
進
学

し
て
も
ら
い
、
も
う
一
度
一
緒
に
箱
根
を
目
指
そ
う
と
し
ま
し
た

が
、
結
局
予
選
会
に
は
自
分
が
怪
我
で
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

の
が
、
本
当
に
悔
し
く
て
落
ち
込
み
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
谷
出

君
に
出
会
っ
て
い
ろ
い
ろ
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
っ
た
り
、
お
蔭
で

考
え
方
を
変
え
た
り
し
た
部
分
も
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
人
生
の

ピ
ー
ク
を
勝
手
に
箱
根
駅
伝
に
設
定
し
た
が
、
そ
こ
で
満
足
せ
ず

も
っ
と
社
会
で
羽
ば
た
く
べ
き
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

司
馬
遼
太
郎
の
⽛
竜
馬
が
行
く
⽜
に
も
影
響
さ
れ
、
外
に
出
て
行

っ
て
、
社
会
を
動
か
そ
う
と
考
え
直
し
ま
し
た
。
私
は
い
わ
ゆ
る

一
般
の
学
生
が
す
る
よ
う
な
ナ
ビ
を
使
っ
た
就
活
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
そ
れ
よ
り
企
業
の
ト
ッ
プ
に
直
接
会
い
に
行
く
と
い
う
就
活

を
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
本
を
読
ん
で
感
動
し
た
執
筆
者
で
企
業

の
ト
ッ
プ
の
方
に
読
後
感
な
ど
を
率
直
に
手
紙
に
書
い
て
送
り
、

で
き
れ
ば
直
接
会
っ
て
頂
け
な
い
か
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
れ

を
面
白
が
っ
て
く
れ
た
ト
ッ
プ
の
方
は
結
構
会
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
の
出
会
い
か
ら
面
接
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
り

し
ま
し
た
。
今
日
こ
の
就
活
相
談
会
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
先

輩
の
方
々
は
素
晴
ら
し
い
人
た
ち
ば
か
り
な
の
で
、
直
接
会
え
る

な
ん
て
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
こ
の
人
た
ち
に
直
接
会

っ
て
、
自
分
の
本
音
を
ぶ
つ
け
た
り
、
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
う
こ

と
な
ん
て
な
か
な
か
で
き
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ナ
ビ
を
使
う
の

も
い
い
し
、
イ
ベ
ン
ト
に
出
る
の
も
い
い
し
、
ス
カ
ウ
ト
サ
イ
ト

を
使
う
の
も
い
い
が
、
こ
ん
な
折
角
の
機
会
で
も
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
趣
旨
な
の
で
、
ぜ
ひ
飛
び
込
ん
で
い
っ
て
活
用
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

就
職
の
正
解
と
は
、
何
か
。
正
解
と
は
ど
の
会
社
に
入
っ
た
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
会
社
に
入
っ
て
も
正
解
に
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
会
社
な
ら
無
茶
苦
茶
頑
張
れ
る
な
と
思
え
る
会
社

で
あ
れ
ば
正
解
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
会
社
と
い
う
枠
だ

け
で
な
く
、
会
社
を
超
え
て
社
外
の
人
と
の
つ
な
が
り
な
ど
も
大

き
な
財
産
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
学
生
さ
ん
に

は
メ
ン
タ
ー
と
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
ラ
イ
バ
ル
の
⚓
つ
を
も
つ
こ
と

を
勧
め
ま
す
。
ラ
イ
バ
ル
は
頑
張
る
刺
激
相
手
で
す
の
で
、
同
世

代
に
見
つ
か
り
や
す
い
が
、
自
分
の
人
生
を
導
い
て
く
れ
る
人
で

あ
る
メ
ン
タ
ー
は
な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
会
社
の
上
司
で

も
い
い
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
視
野
が
狭
い
の
で
、
異
世
代
や

異
ジ
ャ
ン
ル
の
メ
ン
タ
ー
を
も
て
る
と
絶
対
い
い
と
思
い
ま
す
。

こ
う
い
う
場
は
そ
う
い
う
方
に
出
会
え
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
会
社
に
入
り
た
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の

方
か
ら
吸
収
し
た
り
学
び
取
っ
た
り
で
き
る
よ
う
な
人
と
出
会
え

る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。⽜

●
第
二
部
⽛
個
別
相
談
会
⽜

谷
出
正
直
さ
ん
の
進
行
で
、
20
分
ご
と
に
各
ブ
ー
ス
の
社
会
人

講
師
の
と
こ
ろ
に
行
き
、⽛
自
分
の
将
来
や
就
活
を
考
え
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
は
何
か
⽜
に
つ
い
て
や
、
そ
の
講
師
の
勤
務
し
て

い
る
会
社
の
具
体
的
な
仕
事
の
内
容
や
職
種
や
業
界
の
概
要
な
ど
、

ま
た
学
生
時
代
の
経
験
が
社
会
人
に
な
っ
て
い
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
学
生
時
代
に
し
て
お
く
と
い
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
本
音

で
語
り
合
う
時
間
と
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
、
活
発
な
様
子
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

講
師
側
(先
輩
)の
声

学
生
と
話
し
た
内
容
や
学
生
の
反
応
な
ど
に
つ
い
て
、
講
師
側

の
先
輩
⚔
人
分
の
声
を
載
せ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
参
加
し
た
講
師
側
か
ら
も
、
学
生
の
純
粋
な
気
持

ち
に
打
た
れ
た
り
、
改
め
て
自
分
の
働
く
意
義
に
つ
い
て
考
え
る

契
機
に
な
っ
た
り
と
大
き
な
刺
激
を
受
け
た
と
い
う
声
が
あ
り
ま

し
た
。



川
上
英
樹
さ
ん
(Ｈ
23
数
理
物
質
科
学
研
究
科
修
了
)＝
日
揮
勤
務

社
員
と
会
い
、
生
の
声
を
多
く
聞
こ
う

⽛
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
最
大
手
の
日
揮
に
電
気
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

し
て
入
社
し
、
数
か
国
の
海
外
勤
務
を
経
て
、
現
在
は
本
社
の
海

外
営
業
部
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
相
談
会
に
来
た
Ｍ
⚑
の

学
生
の
中
に
、
目
的
意
識
と
い
う
か
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
持

っ
て
い
る
人
が
い
て
、
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
学
生
た

ち
は
、
私
の
海
外
勤
務
経
験
、
特
に
文
化
を
異
に
す
る
カ
タ
ー
ル

で
の
生
活
や
、
カ
ナ
ダ
で
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当

谷出正直氏と成瀬拓也氏
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し
た
と
き
の
経
験
、
そ
し
て
、
入
社
後
に
ア
メ
リ
カ
の
シ
ス
テ
ム

を
学
べ
る
企
業
派
遣
（
半
年
か
ら
一
年
間
）
が
あ
る
こ
と
な
ど
に

強
い
関
心
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
就
活
を
考
え
て
い
る
学
生
に
は
、

で
き
る
だ
け
社
員
と
会
い
、
生
の
声
を
多
く
聞
く
こ
と
を
勧
め
ま

し
た
。⽜



斎
藤
明
子
さ
ん
(Ｈ
18
生
命
環
境
科
学
研
究
科
修
了
)＝
日
本
総
合
研
究
所
勤
務

自
分
な
り
の
考
え
や
価
値
観
を
大
切
に
。
表
情
を
見
る

⽛
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を

手
が
け
る
会
社
に
入
社
後
、

総
務
や
採
用
を
主
と
し
た
人

事
を
担
当
し
て
き
た
の
で
、

自
分
の
現
在
ま
で
を
振
り
返

る
⽛
私
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

グ
ラ
フ
⽜
を
作
っ
て
自
己
分

析
し
、
そ
れ
を
就
活
に
生
か

す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

を
説
明
し
ま
し
た
。
す
な
わ

ち
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
転

機
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
選
択
し
て
き
た
理
由
は

ど
こ
に
あ
っ
た
か
を
見
直
し
、

自
分
な
り
の
考
え
や
価
値
観

を
大
切
に
す
る
こ
と
、
そ
の

辺
を
飛
び
交
っ
て
い
る
就
活

情
報
に
は
踊
ら
さ
れ
ず
、
就

職
活
動
の
軸
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を

話
し
ま
し
た
。
採
用
の
際
に
、

⽛
ま
ず
学
生
の
ど
こ
を
見
る

か
⽜
と
い
う
質
問
に
は
、⽛
表

情
を
見
る
⽜
と
即
答
し
ま
し

た
。
そ
れ
で
相
手
を
評
価
す

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
表
情

は
最
初
の
印
象
を
左
右
し
、

心
の
中
の
感
情
が
表
れ
る
か

ら
で
す
。
本
当
に
第
一
印
象

は
大
き
い
で
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
も
応
募
し
て
、

自
分
の
研
究
し
て
い
る
こ
と
に
拘
ら
ず
に
専
門
外
の
職
種
も
経
験

す
る
と
、
軸
が
し
っ
か
り
し
て
き
ま
す
と
話
し
ま
し
た
。⽜



荒
井
秀
人
さ
ん
(Ｓ
61
筑
社
工
卒
)＝
森
ト
ラ
ス
ト
勤
務

入
社
し
た
ら
三
年
は
頑
張
る
。
30
代
半
ば
が
分
岐
点

⽛
30
年
と
い
う
長
い
銀
行
勤
務
の
あ
と
、
都
心
部
の
大
型
複
合

開
発
や
ホ
テ
ル
・
リ
ゾ
ー
ト
事
業
を
手
が
け
て
い
る
現
在
の
企
業

で
役
員
を
務
め
て
い
ま
す
。
自
分
が
手
が
け
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
に

つ
い
て
は
、
日
本
に
は
ま
だ
ハ
イ
・
ア
ン
ド
・
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

ホ
テ
ル
が
足
り
な
い
の
で
、
東
京
都
心
に
外
資
系
の
超
一
流
ホ
テ

ル
を
ま
だ
ま
だ
誘
致
し
ま
す
。
し
か
も
日
本
独
自
な
よ
い
も
の
は

残
す
形
で
来
て
も
ら
う
つ
も
り
で
す
。
学
生
に
は
、
一
つ
の
会
社

に
入
っ
た
ら
三
年
は
頑
張
る
べ
き
で
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
は
、
そ

れ
が
た
と
え
単
純
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
い
か
に
効
率
よ
く
や
る

か
を
工
夫
し
た
り
す
べ
き
で
す
。
ま
ず
は
仕
事
に
興
味
を
持
ち
、

そ
の
あ
と
信
頼
を
得
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
し
か
し
決
し
て
謙

虚
さ
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。⽛
Curiosity(興
味
・

関
心
)、
Confidence(信
用
)、
M
odesty(謙
虚
)⽜
の
⚓
つ
の
軸

で
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
て
⚓
年
経
っ
た
の

ち
に
、
そ
の
あ
と
い
ろ
い
ろ
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
30
代
半

ば
に
、
本
当
に
自
分
に
合
っ
た
職
業
に
つ
く
の
も
よ
い
と
思
い
ま

す
。
30
代
半
ば
ま
で
は
、
社
会
と
勉
強
の
行
き
来
で
あ
る
べ
き
で
、

場
合
に
よ
っ
て
は
Ｍ
Ｂ
Ａ
（
経
営
学
修
士
）
を
取
っ
て
別
の
企
業

に
入
る
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
日
本
も
近
い
う
ち
そ
う
い
う
社
会
に

な
る
と
思
い
ま
す
。⽜

学
生
は
、
荒
井
さ
ん
の
⽛
プ
レ
ゼ
ン
⽜
に
圧
倒
さ
れ
、
引
き
込
ま

れ
、
そ
の
道
の
プ
ロ
は
す
ご
い
、
と
の
印
象
を
持
っ
た
よ
う
で
す
。



匿
名
（
食
品
メ
ー
カ
ー
勤
務
）

本
命
以
外
の
分
野
に
も
参
加
し
て
み
よ
う

⽛
私
は
、
運
動
栄
養
学
を
専
攻
し
た
専
門
性
を
生
か
し
て
入
社

し
ま
し
た
が
、
会
社
に
入
っ
て
み
る
と
ま
ず
Ｉ
Ｔ
部
門
で
シ
ス
テ

ム
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
後
人
事
部
門
で
人
事
制
度
や
採
用
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
は
、
人
事
が
天
職
だ
と
思
え
る
ほ
ど
仕
事
が

楽
し
い
で
す
。
採
用
し
た
人
材
が
ど
ん
な
分
野
で
力
を
発
揮
し
て

く
れ
る
か
、

あ
え
て
大
学

で
学
ん
だ
こ

と
と
は
違
う

部
門
の
仕
事

に
配
属
さ
せ

て
み
た
り
し

て
い
ま
す
。

就
活
に
お
い

て
は
、
興
味

あ
る
会
社
以

外
の
と
こ
ろ

も
あ
え
て
見

て
み
る
と
い

い
と
思
い
ま

す
。
た
と
え

ば
、
食
品
メ

ー
カ
ー
を
ね

ら
っ
て
い
る
人
は
、
製
薬
や
化
粧
品
の
説
明
会
に
も
参
加
し
て
み

た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
面
白
い
説
明
会
に
出
会
っ
て
、
視
野
が

広
が
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
よ
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。⽜

学
生
の
声

参
加
し
た
現
役
学
生
に
も
、
相
談
し
た
内
容
や
参
加
し
て
の
感

想
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。
匿
名
希
望
を
含
め
⚓
人
の
学
生
の
声

を
お
届
け
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
相
談
先
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
で

困
惑
し
て
い
た
学
生
に
と
っ
て
も
大
変
意
義
深
い
相
談
会
に
な
っ

た
と
い
う
声
な
ど
が
聞
か
れ
ま
し
た
。



外
山
美
祐
希
さ
ん
(人
間
総
合
科
学
研
究
科
前
期
⚒
年
)

人
事
の
担
当
者
か
ら
直
接
話
が
聞
け
る
な
ん
て

⽛
私
は
、
大
河
ド
ラ
マ
⽛
い
だ
て
ん
⽜
で
ス
ポ
ー
ツ
史
考
証
を
担

当
す
る
真
田
久
教
授
の
研
究
室
に
所
属
し
、
自
分
自
身
も
ド
ラ
マ

の
考
証
を
し
て
い
ま
す
。
茗
渓
会
の
就
職
相
談
会
パ
ン
フ
を
見
た

時
、
私
と
同
じ
体
育
専
門
学
群
の
Ｏ
Ｇ
で
あ
り
、
私
も
タ
ー
ゲ
ッ

ト
の
一
つ
に
し
て
い
る
食
品
メ
ー
カ
ー
の
話
を
聞
い
て
み
た
か
っ

た
の
で
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
は
、
キ
リ
ン
Ｈ
Ｄ
の
森
美
江

参加企業担当者のみなさん

個別相談会状況
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さ
ん
の
と
こ
ろ
に
行
き
ま
す
。
実
際
に
人
事
で
採
用
を
担
当
さ
れ

て
い
る
方
が
何
人
も
来
て
く
れ
て
い
る
相
談
会
は
、
実
に
す
ば
ら

し
い
企
画
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が
今
取
り
組
ん
で
い
る
時
代
考
証

の
仕
事
や
、
大
学
や
大
学
院
で
学
ん
だ
こ
と
、
あ
る
い
は
部
活
動

の
経
験
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
経
験
が
、
就
活
で
は
ど
の
よ
う
に

評
価
さ
れ
る
の
か
、
生
の
声
を
聞
け
た
の
で
た
い
へ
ん
参
考
に
な

り
ま
し
た
。⽜



匿
名
(数
理
物
質
科
学
研
究
科
⚑
年
)

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
機
会
の
提
供
に
感
謝

⽛
私
は
、
大
学
院
修
士
の
⚑
年
で
す
が
、
ま
ず
は
就
活
が
最
大
の

関
心
事
で
す
。
将
来
の
年
金
給
付
不
安
を
考
え
る
と
、
し
っ
か
り

し
た
職
業
に
就
い
て
、
し
っ
か
り
と
貯
金
を
し
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
、
世

界
を
舞
台
に
活
躍
で
き
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
強

い
の
で
、
今
日
は
関
心
の
あ
る
石
油
化
学
の
仕
事
内
容
、
特
に
海

外
勤
務
の
実
際
が
聞
け
た
の
で
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
は
、
総
研
、
広
告
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
で
き
る
だ
け
多
く
の
方

に
相
談
し
て
み
ま
す
。
就
活
は
、
リ
ク
ナ
ビ
だ
け
で
は
分
か
ら
な

い
面
も
あ
る
の
で
、
す
で
に
数
社
に
夏
季
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

申
し
込
み
を
し
ま
し
た
。
短
期
間
で
あ
っ
て
も
直
接
会
社
を
経
験

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
は
900
点
を
目
指

し
て
勉
強
し
、
し
っ
か
り
し
た
語
学
力
も
身
に
付
け
て
お
き
た
い

で
す
。
来
年
は
⚖
月
中
に
就
職
を
決
め
、
そ
の
後
は
集
中
し
て
修

論
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
す
ば
ら
し
い
機

会
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。⽜



野
間
駿
太
さ
ん
(体
専
⚓
年
)

学
生
時
代
の
経
験
は
必
ず
生
き
る
。
自
信
を

⽛
私
は
、
硬
式
テ
ニ
ス
部
の
副
リ
ー
ダ
ー
を
つ
と
め
、
筑
波
大
学

Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
の
企
画
運
営
に
当
た
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
大
会
は
、
い
わ
ゆ
る
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ
大
会
と
呼
ば
れ

る
テ
ニ
ス
国
際
大
会
の
一
つ
で
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
仲
間
と
と
も
に
こ
の
運
営
に
当
た
っ
た
経

験
は
、
自
分
の
中
で
か
な
り
大
き
な
自
信
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
経
験
は
就
活
に
も
生
か
せ
る
の
か
ど
う
か
、
今
回
の
相
談

会
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
教
員
一
家
に
育
ち
、
自
分

 

 



































































【
参
加
者
の
業
種
(企
業
)一
覧
】

金
融
(中
央
銀
行
：
日
本
銀
行
）、
保
険
(三
井
住
友
海
上
）、

飲
料
メ
ー
カ
ー
(キ
リ
ン
Ｈ
Ｄ
）、
繊
維
・
化
学
(東
レ
）、

建
設
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
(日
揮
）、
不
動
産
(森
ト
ラ
ス

ト
）、
Ｉ
Ｔ
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
(日
本
総
合
研
究
所
）、

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
(電

通
デ
ジ
タ
ル
）、
広
告
・
Ｉ
Ｔ
(セ
プ
テ
ー
ニ
グ
ル
ー
プ
）、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
事
業
投
資
(ウ
ィ
ル
フ
ォ
ワ
ー
ド
）、

ベ
ン
チ
ャ
ー
投
資
(Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ
）、
地
方
銀

行
(常
陽
銀
行
）、
教
育
(茗
溪
学
園
）、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
(筑
波
大
学
）。
そ
の
他
に
も
、
食
品
メ
ー
カ
ー
、

総
合
商
社
、
鉄
鋼
商
社
、
流
通
・
小
売
、
教
育
・
福
祉
の

業
界
を
代
表
す
る
企
業
が
参
加
。

も
将
来
的
に
は
教
員
の
道
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
教
員
採

用
の
社
会
人
優
遇
枠
を
設
け
る
と
こ
ろ
が
出
て
き
た
の
で
、
ま
ず

は
企
業
に
就
職
し
、
30
代
半
ば
ま
で
社
会
人
と
し
て
の
経
験
を
積

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
就
活
は
、
す
で
に
合
同
説
明
会
で
商

社
を
数
社
ま
わ
り
ま
し
た
。
あ
る
と
き
大
学
の
Ｏ
Ｂ
の
方
か
ら
、

今
は
商
社
に
限
ら
ず
に
視
野
を
広
げ
て
い
ろ
い
ろ
な
業
界
の
方
と

話
を
し
た
方
が
よ
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
の
で
、
今
日
の
相
談

会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
ブ
ー
ス
を
ま
わ
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
さ
き
ほ
ど
総
合
商
社
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
が
、
仕
事
に

対
す
る
あ
ふ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
森
ト
ラ

ス
ト
の
荒
井
秀
人
さ
ん
か
ら
、
テ
ニ
ス
部
の
経
験
は
必
ず
生
き
る
、

こ
れ
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
場
面
で
も
ヒ
ロ
ソ
フ
ィ
ー

（
Philosophy）、
す
な
わ
ち
自
分
の
軸
を
き
っ
ち
り
と
見
せ
る
こ

と
だ
と
励
ま
さ
れ
て
、
凄
く
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。⽜

以
上
の
よ
う
に
今
回
の
就
活
相
談
会
は
、
学
生
に
も
先
輩
に
も

大
変
好
評
な
も
の
で
し
た
。

今
回
授
業
中
の
開
催
で
参
加
し
た
く
て
も
参
加
で
き
な
い
学
生

も
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
次
回
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
希
望
の

多
か
っ
た
曜
日
を
考
慮
し
、
10
月
16
日
(水
)を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

相談会全景 就活相談会スクリーン
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第1回就活相談会参加講師感想一覧
業界区分 卒業年 ①今回、学生と会って感じたこと｡ ②イベントに参加して感じたこと｡

①メーカー
to C

卒業して15年以上たった今でも、就活の温度感が
あまり変わっていないように感じました。距離的
なビハインドはあると思いますが、どこでも情報
が取れる時代になったのにもったいないと思いま
す。今回来てくれた学生は積極的な層だと思いま
すので、素直に様々な角度で質問してくれ、こち
らも必要な情報提供が少しでもできていれば幸い
です。

これだけ様々な企業から（しかも人事以外で）集ま
る機会はなかなかないのに、参加がふるわないのは
正直もったいないと感じました。事前の告知や個別
の声かけが課題なのか？場所をもっと柔らかい雰囲
気のところに変えたらいいのか？等工夫の余地はあ
ると思います。

①メーカー
to C Ｈ1卒業

就活はこれからということだと思いますが、おと
なしい学生が多いと思いました。特に女性。行動
力や積極性、主体性をもっと身に着けてもらいた
いと感じました。予想以上に理系の学生が多く、
文系の就職情報しか持っていないので、理系の学
生には申し訳なかったです。

正直、筑波大生の就活に不安を感じました。できれ
ば面接対策講座をやったほうがいいと思います。学
生は、どんな自己PRや面接対策をすればいいのか、
イメージできていないと感じました。シナリオ作っ
て、受かる面接、落ちる面接のロープレやったほう
が理解しやすいのではないでしょうか？できれば自
己PRの指導もしたいところです。

①メーカー
to B Ｈ15卒業

6月のこのタイミングで、具体的にどういう仕事
に就きたいか明確でない（明確に出来ない）のは
仕方ないが、そのような中、今回参加した学生は、
就活に対して何かしらの目的意識をもって臨みた
いという意思が感じられました。会社情報だけで
なく、就職活動の仕方や職種の選び方など広範囲
な質問が多かっことから、就職したいという意識
は高いものと思います。あと、理系学生のほうが
積極的に感じました。（当社のフィールドを考え
ると自然な事かもしれませんが）

既に社会で活躍している卒業生とつながりが出来る
ことは、私にとってもメリットを感じています。

②商社 Ｈ16卒業
Ｈ18修了

大学3年生が主ということで、これから就職活動
を始めるという段階の学生が多く、先ずは就職活
動を終えるまでの全体のスケジュールを掴むこと
が大事かなと思いました。

時代の変化が早く多様な価値観が共存する時代にな
っているので、10歳離れるだけでも、学生へ助言す
ることの難しさがあると思っています。画一的な解
答が存在しない時代、自分の納得できるキャリアを
示せるのは自分しかいないというのが基本原則とい
うことを先ず学生に理解してもらい、OBである自
分ができることは自分のケース、自分が見聞きして
いるケースを参考として提示することに留まるとい
うことを認識しつつ、学生とコミュニケーションを
取ることが大事かと思いました。

②商社 Ｈ15卒業

私自身が入社する前に感じていた商社に対する疑
問をどの学生も持っていたことで、自分自身の準
備の不十分さを反省しました。学生の全体的な志
向が事前にわからなかったこともあり、緩めに臨
んだことも反省点だと感じています。大学2年、
3年から就職活動に興味がある人自体は、（私と
違って）比較的意識が高いものだと改めて痛感し
た次第です。

所属する組織の人事戦略に関しては従事した経験が
あるが、一般的な日本の人事部が携わるようなイベ
ントは今回初参加でしたので、普段従事する業務の
延長だけで考えてはいけないということを切に感じ
ました。総合商社と比較した場合の専門商社など大
枠な話が中心となった為、もう少し海外での経験な
どを出してもよかったのかと考えています。

③金融 Ｓ61卒業
今後の本格的な就活に向けて、幅広い年齢層の社
会人と話をする「場慣れ」が必要だと思います。
気兼ねなく話ができるこうした機会を、ぜひ活用
していただければと思います。

私は学生さんから見れば親のような世代ですが、か
つて筑波大学で学んでいた、という1点において、
初対面の学生さんとも打ち解けて話ができ、楽しい
時間を過ごさせていただきました。

③金融 Ｈ6修了 やりたいこととか、しっかりした問題意識を持っ
ている学生が多かった。

初めての試みとしてよかったと思う。

③金融 Ｈ26卒業
就職活動で、まず何から手を付ければよいかわか
らないといった学生が多く感じました。まずは自
己分析を確実に実施し、自らを見つめ直すきっか
けを促すことが重要であると感じました。

就活意識の高い学生を集客することはできる為、人
間性として魅力的であるものの就活意識が低い層に
アプローチできればよりより取組になるのではない
かと感じました。

④マスコミ Ｈ20修了

より多様な（例：学年、専攻、デモグラフィー…）
学生さんにお会いして、筑波大OBOG社会人がサ
ポート出来たらと思いました。
多様な業界で活躍されている経験豊富なOBOG陣
を見てると、就活層学生との出会い限定閉じず、
学業に閉じない、実践的な学びを得る機会（その
1つの切り口としてキャリア形成・就活）に出来
そうな兆しも感じました。

大学・茗渓会、OBOG、学生、全てにとってより良い
機会だと思いました。今後の更なる発展を期待して
いますし、私で出来ることがあれば協力させて頂き
たいです。
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第1回就活相談会参加講師感想一覧
業界区分 卒業年 ①今回、学生と会って感じたこと｡ ②イベントに参加して感じたこと｡

⑤IT Ｈ18修了

進学も含め迷っている学生、業界理解を深めよう
としている学生、既に業界を絞っている学生など
多岐に渡る方とお会いできました。OBという共
通項がある存在だからこそ初対面でも迷いを正直
に話してくれていたのを実感いたしましたので、
このきっかけは大事にしたいと思います。

物理的な距離もあり、直接お会いして話すのはなか
なか難しいかと思いますので日常から距離を近づけ
るプラットフォームがあっても良いのではと感じま
した。イベント参加OBに気軽に相談できる窓口が
あると、顔を合わせた上でのコミュニケーションが
図れるため、より深く交流できるのではと思います。

⑤IT
(web）

Ｈ26卒業
Ｈ28修了

自らの就職活動について、大量の会社の中から自
身にとって合いそうな会社を選ぶことに集中して
しまい、自身が本当に何をしたいかに向き合えて
いる人は少なかったように感じます。
一方で、自身の得意なこと・好きなことを知るた
めに必要な経験は十分にあり、対話によって引き
出す・自覚してもらうことができたので、そうい
った機会があると良いかもしれません。

初回なこともあり、参加人数に不足を感じたときは
不安でした。
しかし、少人数の学生との対話には個別の話を深め
ていくことができるメリットがあるので、むしろ今
後は講師一人あたりの人数を小さくできれば良さそ
うに感じました。

⑦サービス Ｓ61卒業

我々の時代と比べて、実にまじめに将来のことを
早くから（2年生でも）考えている人が多く、時
代背景もあるのかと感じました。（我々の時代は、
バブル直前で右肩上がりの経済環境で就職も何と
かなると楽観的だった）
まだまだ視野が狭いので、もっと気楽に多分野の
話を聞いて頂きたかったが、どうしても学生がイ
メージし易いB to Cの会社に偏ってしまった感じ
がしました。

正直申し上げて、参加者は少なかったと思います。
4年生の就活が終盤になりましたが、まだ3年生に
とっては先の話という感じの人が多かったのかもし
れません。10月には、今回以上にイベントの情宣活
動を強化して倍の人数を期待したいと思います。

⑦サービス Ｈ21卒業
Ｈ23修了

私が学生だった頃（約10年前）と比べて就活に対
する姿勢はあまり変わっていないと感じた。比較
的明確なビジョンがあり、どういう仕事がしたい
のかという希望や就活にあたって不安も話してく
れた。

講師間の交流もあり、良かった。

⑧教員

教育には、全部で6名の学生が相談に来ました。
大学院生、大学4年生、3年生でした。教員にな
ることを心に決めているという感じではなく、教
員も視野に入れつつ、教員の仕事について自分は
向いているかどうか分からない、ということから
相談に来たという学生もいました。教員採用試験
に向けての研修会を実施しているので、その案内
書なども配布しました。神奈川県の採用試験を受
験しようとしている学生には、神奈川県で教員を
していたＫ氏がいたので、相談に来た学生の疑問
点をかなり具体的に解説してあげられたので、喜
んで帰っていきました。

午後1時の会の開始の時には、学生が少ないなと感
じていましたが、70人を超える学生が相談に来てい
るということを聞き、良かったと安どしました。
いい雰囲気で、学生たちが先輩に相談しているとい
う様子が見られました。とてもよかったと思いま
す。年に2回実施していく計画ですが、だんだん参
加者が増えていくのではないかという見通しが立つ
と思われました。学生に、このような相談会がある
ことを知らしめることが重要だと思いますが、相談
者が増えればそれなりに大変になると思いますが、
運営サイドも回を重ねながら改善していくことがで
きるので、頑張って続けていっていただきたいと思
います。

⑨キャリア
カウンセ
ラー

相談に来た学生は、11人でした。
【内訳】
•3年生 6人（M 3、F 3）
•4年生 1人（F 1）
•M 1 2人（M 1）
•M 2 2人（M 1、F 1）

⑨キャリア
カウンセ
ラー

最初の各人あいさつのところで、「私は毎日就職
課にいるので他の先輩を優先してね」と言ったこ
ともあり、私のところにはあまり来ないだろうと
思っていましたが、結果は、Ｔ氏＝8名、Ｋ氏＝
11名と予想外？に相談を受けました。相談内容を
聞いて、「なるほど」と理由が分かりました。つま
り、いろんな先輩と話をしたいのだけれど、方向
性が決まってないのでどこに行って、何を聴いた
らいいかも分からないというニーズを拾っていま
した。今後も「なんでも相談コーナー」は必要そ
うです。
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学校法人 茗溪学園
茗溪学園中学校高等学校

国際バカロレアDPコーススタート

理事長 中 川 喜久治
校 長 田 代 淳 一

(昭和59年筑波大修士教育研究科･理科)
〒305-8502 つくば市稲荷前1-1

TEL 029-851-6611

一般社団法人 茗渓会 事務局
常務理事
事務局長 矢 野 正 人

(昭和53年卒院修農)
大塚事務所長 室 岡 和 彦

(昭和44年卒教大数)(平成⚑年卒筑修教)
筑波事務所長 立 山 雅 博

一般社団法人 茗渓会 副理事長
日本体育大学 教授

教育学博士 阿 江 通 良
(昭和48年卒教大体育)

日本体育大学
〒158-8508 東京都世田谷区深沢7-1-1

TEL 03-5706-0826 E-mail:ae@nittai.ac.jp

一般社団法人 茗渓会 理事長

江 田 昌 佑
(昭和30年卒教大体)

〒112-0012 東京都文京区大塚1-5-23
TEL 03-3491-0136

一般社団法人 茗渓会 副理事長

井 口 武 雄
(昭和40年卒東京教育大学法政)
三井住友海上火災保険㈱

〒101-8011 東京都千代田区神田駿河台3-9
TEL 03-3259-3111

一般財団法人 筑波学都資金財団

理事長 田 中 正 造
(昭和36年卒教大健)

〒305-0005 つくば市天久保1-13-5
TEL 029-851-5152

一般社団法人 茗渓会 理事
福岡経営労務事務所

所長
社会保険労務士 福 岡 一 雄

(昭和32年卒教大法政)

〒125-0042 東京都葛飾区金町3-27-3
TEL 047-361-2618 FAX 047-361-2643

一般社団法人 茗渓会 理事
筑波大学特命教授

新 井 達 郎
(昭和56年修筑博化)

〒112-0012 東京都文京区大塚1-5-23
TEL 03-3491-0136

一般社団法人 茗渓会
長野県支部

支部長 北 村 桂 一
(昭和59年卒筑体)

事務局長 北 野 亨
(昭和56年卒筑体)
〒390-8605 松本市蟻ヶ崎1-1-54
長野県松本蟻ヶ崎高等学校内

令和元年(2019年)

一般社団法人 茗渓会



一般社団法人 茗渓会 理事
株式会社 ユーハイム

代表取締役
会長 河 本 武

(昭和37年卒体育学部健康学科)

〒150-0001 東京都渋谷区神宮前6-2-9

一般社団法人 茗渓会 理事

川 田 孝 一
(昭和39年卒総農)

産業人倶楽部の第⚑回⽛就活相談会⽜は122名の
参加者があり好評でした。第⚒回は10月16日を予定しています。

〒112-0012 東京都文京区大塚1-5-23
TEL 03-3491-0136

一般社団法人 茗渓会 理事

鵜 沢 力
(昭和63年卒筑一社会)

〒112-0012 東京都文京区大塚1-5-23
TEL 03-3491-0136

一般社団法人 茗渓会 常務理事

髙 野 力
(昭和48年卒木工)

〒112-0012 東京都文京区大塚1-5-23
TEL 03-3491-0136

一般社団法人 茗渓会
奈良茗渓会

会 長 谷 垣 康
(昭和53年卒筑一人文)

事務局長 井 上 徳 之
(昭和58年卒筑一自)

〒639-1023 大和郡山市小南町488-17

一般社団法人 茗渓会
徳島茗渓会

会 長 小 原 史 明
(昭和59年卒筑二農)

事務局長 池 渕 茂
(昭和58年卒筑二比文)
〒770-0003 徳島市北田宮1-8-68

教育会館内

一般社団法人 茗渓会
新潟茗渓会

会 長 中 島 郁 雄
(昭和53年卒筑体)(昭和55年卒筑修体)

事務局長 夏 見 康 彦
(平成⚒年卒筑三情報)

〒959-0133 燕市新堀2118-1

一般社団法人 茗渓会
福岡茗渓会

支部長 永 沼 真 紀
(昭和57年卒筑体)

幹事長 稲 富 勉
(昭和61年卒筑体)

今年度予定：12月若手の会
〒812-0852 福岡市博多区東平尾公園2-1-4

福岡県体育協会内(担当：片山)

一般社団法人 茗渓会
東京茗渓会 tokyo@meikeiõorõjp

会 長 髙 橋 基 之
(昭和53年卒筑一自)

•総会 12/1(日)13：00～
•茗渓･筑波産業人会 毎月第⚓水曜日19：00～

(⚘月、12月は休み)
ともに茗渓会館で開催



ス
イ
ス
陸
上
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム
が
本
学
で

事
前
合
宿
を
実
施

⚕
月
⚓
日
〜
⚙
日
、
本

学
に
お
い
て
、
ス
イ
ス
陸

上
女
子
選
手
団
（
⚔
×
400

ｍ
リ
レ
ー
チ
ー
ム
）が⽛
Ｉ

Ａ
Ａ
Ｆ
世
界
リ
レ
ー
⚒
⚐

⚑
⚙
横
浜
大
会
⽜
に
向
け

た
事
前
合
宿
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
合
宿
は
、
ス
イ

ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
協
会
と

本
学
、
茨
城
県
、
つ
く
ば

市
に
よ
る
基
本
合
意
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で

す
。
本
学
は
、
陸
上
競
技

場
の
使
用
や
、
運
動
栄
養

学
研
究
室
に
よ
る
ア
ス
リ

ー
ト
向
け
の
食
事
提
供
な

ど
、
多
方
面
か
ら
き
め
細
か
い
対
応
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
有
志

学
生
が
練
習
や
移
動
時
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
り
、
浅
草
や
銀
座
を

観
光
案
内
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
交
流
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
選
手

団
は
、
授
業
や
部
活
動
が
並
行
し
て
行
わ
れ
る
中
で
、
陸
上
競
技

部
の
協
力
の
も
と
、
順
調
に
練
習
と
調
整
を
進
め
、
同
大
会
で
は
、

⚗
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

学
長
と
全
代
会
構
成
員
と
の
⽛
茶
話
会
⽜
を
開
催

⚖
月
13
日
、
学
長
と
全
学
学
類
・
専
門
学
群
代
表
者
会
議
（
全

代
会
）
構
成
員
の
茶
話
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
茶
話
会
は
、
毎
年
⚕
月
に
全
代
会
構
成
員
が
新
メ
ン
バ
ー

と
な
る
こ
と
か
ら
、
新
構
成
員
が
策
定
し
た
活
動
方
針
を
学
長
や

副
学
長
等
の
関
係
教
職
員
へ
説
明
し
、
ま
た
、
懇
談
を
行
う
場
と

し
て
例
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
学
生
約
60
名
、
教
職

員
41
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

永
田
学
長
お
よ
び
ベ
ン
ト
ン
副
学
長
、

本
学
代
表
団
が
ハ
ン
ブ
ル
グ
大
学
を
訪
問

⚕
月
⚙
日
、
永
田
恭
介
学
長
お
よ
び
ベ
ン
ト
ン

キ
ャ
ロ
ラ
イ

ン
副
学
長
（
国
際
担
当
）
を
は
じ
め
と
す
る
本
学
代
表
団
が
、
ド

イ
ツ

ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
の
100
周
年
記
念
式
典
へ
の
参
加
に
合
わ

せ
て
同
大
学
を
訪
問
し
ま
し
た
。
代
表
団
は
ジ
ャ
ン
・
ル
イ
ス
研

究
担
当
副
学
長
お
よ
び
国
際

部
長
と
会
談
を
行
い
、
各
分

野
に
お
け
る
今
後
の
更
な
る

連
携
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
10
月
の
全
学
協

定
締
結
を
経
て
、
一
層
の
共

同
研
究
促
進
の
た
め
、
ナ
ノ

サ
イ
エ
ン
ス
、
計
算
光
科
学
、

障
害
科
学
、
仏
教
学
の
各
分

野
に
お
い
て
両
学
合
同
で
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
お
よ
び
共
同

研
究
の
打
ち
合
わ
せ
を
実
施

し
活
発
な
議
論
を
交
わ
す
と

と
も
に
、
関
係
す
る
研
究
機

関
等
へ
の
訪
問
を
行
い
ま
し

た
。
昨
年
の
全
学
協
定
締
結

時
に
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
大
学
か

ら
デ
ィ
ー
タ
ー
・
レ
ン
ツ
ェ

ン
学
長
を
は
じ
め
と
す
る
代

表
団
が
来
訪
し
、
共
同
研
究

の
可
能
性
を
模
索
す
る
べ
く
、

本
学
の
各
分
野
を
代
表
す
る

複
数
の
教
員
に
よ
る
研
究
内

容
を
紹
介
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
ま

す
。今

回
の
訪
問
を
通
し
て
、

両
大
学
間
交
流
の
更
な
る
深

化
・
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

令
和
元
年
度
⽛
筑
波
大
学
社
会
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
⽜

開
始

⽛
筑
波
大
学
社
会
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
⽜
は
、
社
会
と
の
多
様
な

形
で
の
連
携
活
動
を
、
学
内
公
募
に
よ
り
、
総
合
的
に
支
援
す
る

も
の
で
、
平
成
16
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
特
定
の
分
野
に

限
定
す
る
こ
と
な
く
、
地
域
と
の
連
携
活
動
を
自
由
に
提
案
で
き

る
の
が
特
徴
で
、
た
く
さ
ん
の
学
生
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
33
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
活
動
し
て
い
ま
す
。⽛
科
学

振
興
⽜、⽛
国
際
⽜、⽛
環
境
⽜、⽛
文
化
・
地
域
活
性
化
⽜、⽛
健
康
・

医
療
・
福
祉
⽜
等
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
、
幅
広
い
学
問
分
野
を
持
つ

本
学
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
31
年
度
科
学
技
術
分
野
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰

若
手
科
学
者
賞
を
受
賞

シ
ス
テ
ム
情
報
系
の
合

原
一
究
助
教
が
、
平
成
31

年
度
科
学
技
術
分
野
の
文

部
科
学
大
臣
表
彰
若
手
科

学
者
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
萌
芽
的
、
独

創
的
な
研
究
な
ど
、
高
度

な
研
究
開
発
能
力
を
示
す

顕
著
な
業
績
を
収
め
た
若

手
研
究
者
に
与
え
ら
れ
る

も
の
で
す
。

受
賞
対
象
と
な
っ
た
の

は
、⽛
野
生
動
物
の
行
動

ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
数
理

的
・
実
験
的
研
究
⽜
で
す
。

合
原
助
教
は
、
集
団
に
お

け
る
カ
エ
ル
の
鳴
き
方
の

パ
タ
ー
ン
や
、
コ
ウ
モ
リ

の
捕
食
行
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
、
動
物
の
行
動
を
数
理
モ
デ
ル

で
再
現
し
、
そ
の
原
理
を
数
理
と
実
験
の
両
面
か
ら
解
析
す
る
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
生
物
学
、
情
報
学
、
物
理
学
が
融
合

し
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
着
眼
と
成
果
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

17

五
十
殿
利
治
特
命
教
授
が

第
68
回
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

松
本
正
幸
教
授
が
⽛
つ
く
ば
奨
励
賞
(若
手
研
究
者
部

門
）⽜
受
賞
、⽛
2
つ
の
ド
ー
パ
ミ
ン
神
経
シ
ス
テ
ム
と

そ
の
神
経
回
路
基
盤
⽜
に
関
す
る
研
究
が
評
価





















































柳
沢
正
史
教
授
が
⚒
⚐
⚑
⚗
年
度
朝
日
賞
を
受
賞

永田学長およびルイス副学長の意見交換の様子



◇
ス
ポ
ー
ツ
史
考
証
に
関
わ
っ
て

平
成
か
ら
令
和
に
移
り
変
わ
っ
た
本
年
、
大
河
ド
ラ
マ
に
お
い

て
日
本
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
歩
み
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
人
最
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
で
あ
る
金

栗
四
三
と
⚑
⚙
⚖
⚔
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
尽
力
し
た

田
畑
政
治
の
二
人
が
主
人
公
で
す
。
そ
の
二
人
に
影
響
を
及
ぼ
し

な
が
ら
、
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
寄
与
し
た
の
が
嘉
納
治
五

郎
（
東
京
高
等
師
範
学
校
長
）
先
生
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ド
ラ
マ

の
舞
台
は
大
塚
（
茗
荷
谷
）
の
東
京
高
等
師
範
学
校
の
様
子
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
は
ひ

と
き
わ
興
味
を
持
た
れ
た
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
大
河
ド

ラ
マ
に
お
い
て
、
私
は
ス
ポ
ー
ツ
史
考
証
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴
史
と
嘉
納
治
五
郎
の
研
究
を
少
々
手
が
け
て

き
た
こ
と
か
ら
、
一
昨
年
の
夏
こ
ろ
に
話
を
受
け
、
考
証
作
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
史
考
証
と
は
何
か
と
言
い
ま
す
と
、
20
世
紀
初
期
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
会
の
様
子
や
、
日
本
人
の
ス
ポ
ー
ツ
の
様
子

を
示
す
史
料
を
提
供
し
た
り
、
大
方
上
が
っ
て
き
た
脚
本
の
ス
ポ

ー
ツ
関
係
の
内
容
に
不
適
切
さ
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
調
査

し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
私
一
人
で
で
き
る
わ
け
が
な
く
、
若
き
大
林

太
朗
（
体
育
系
助
教
）
氏
や
研
究
室
の
大
学
院
生
に
手
伝
っ
て
も

ら
い
な
が
ら
の
作
業
で
す
。
ド
ラ
マ
班
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
加
わ

っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴
史
や
嘉
納
治
五
郎
の
状
況
を
様
々
な
史

料
を
通
し
て
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
脚
本
家
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や

演
じ
る
役
者
と
直
接
話
し
合
っ
た
り
も
し
ま
す
。
当
時
の
東
京
高

等
師
範
学
校
の
制
服
や
制
帽
の
形
や
デ
ザ
イ
ン
、
運
動
部
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
、
ま
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
体
操
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
も

尋
ね
ら
れ
る
の
で
、
大
学
の
本
学
資
料
室
に
は
頻
繁
に
出
入
り
し

て
い
ま
す
。
大
林
氏
は
、
陸
上
の
十
種
競
技
の
経
験
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
金
栗
四
三
に
抜
か
れ
る
エ
キ
ス
ト
ラ
の
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

も
登
場
し
て
い
ま
す
。
歴
史
考
証
と
エ
キ
ス
ト
ラ
と
い
う
両
者
を

経
験
す
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
史
や
嘉
納
治
五
郎
関
連
で
私
た
ち
が
提
供
し
た
史
料

を
用
い
て
ド
ラ
マ
が
作
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
時
は
嬉
し
い

気
分
に
な
り
ま
す
。
私
と
大
林
氏
は
、
⚑
⚙
⚒
⚓
年
の
関
東
大
震

災
後
の
復
興
過
程
で
、
ス
ポ
ー
ツ
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
に

違
い
な
い
、
と
い
う
考
え
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
東
大

震
災
後
に
行
わ
れ
た
バ
ラ
ッ
ク
で
の
運
動
会
が
取
り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
は
、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
史
と
い
う
か
、
新
た
な
日
本
史
を
提

供
で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

本
題
に
入
り
ま
し
ょ
う
。⽛
つ
く
ば
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
⽜
と
い
う

テ
ー
マ
に
は
、
高
等
師
範
学
校
・
東
京
高
等
師
範
学
校
・
東
京
文

理
科
大
学
（
⚑
⚘
⚗
⚒
～
⚑
⚙
⚔
⚙
年
）、
東
京
教
育
大
学
（
⚑
⚙

⚔
⚙
～
⚑
⚙
⚗
⚔
年
）、
そ
し
て
筑
波
大
学
（
⚑
⚙
⚗
⚓
年
～
）
と

い
う
母
校
の
変
容
の
歴
史
全
て
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
附

属
学
校
も
含
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
一
貫
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

関
わ
り
続
け
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
そ
う
で
あ
ろ
う
と
い
う
前
提

が
あ
り
ま
す
。

つ
く
ば
の
関
係
者
(茗
渓
人
)が
ど
の
よ
う
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
貢
献
し
た
の
か
、紐
解
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

⚑
．
嘉
納
治
五
郎
（
⚑
⚘
⚖
⚐
～
⚑
⚙
⚓
⚘
）

⚑
⚘
⚘
⚒
年
に
講
道
館
柔
道
を
創
設
し
、
⚑
⚘
⚙
⚓
年
か
ら
高

等
師
範
学
校
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
彼
は
⚑
⚙
⚐
⚙
年
に
ク
ー
ベ

ル
タ
ン
に
請
わ
れ
て
ア
ジ
ア
人
初
の
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
委
員
に
就
任
し
ま
す
。
ま
だ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

日
本
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
時
に
、
嘉
納
は
柔
道
や
東
京
高
等
師

範
学
校
に
お
け
る
実
践
を
通
し
て
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
効
果
に

つ
い
て
十
分
把
握
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
若
者
の
交
流
が
平
和

な
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
の
で
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員

を
引
き
受
け
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

嘉
納
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
就
任
、
つ
ま
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
へ
の
関
わ
り
へ
の
決
断
に
よ
り
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
界
が
世

界
へ
の
挑
戦
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
第
⚕
回
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
）
に
選
手
⚒
名
を
連
れ
て

参
加
し
ま
し
た
。
彼
は
大
日
本
体
育
協
会
（
現
在
の
日
本
ス
ポ
ー

ツ
協
会
）
を
設
立
し
て
ス
ポ
ー
ツ
界
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

遂
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。
大
河
ド
ラ
マ
で
も
二
人
の
主
人
公
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

⚒
．
金
栗
四
三
（
⚑
⚘
⚙
⚑
～
⚑
⚙
⚘
⚔
年
）

熊
本
県
で
生
ま
れ
、
高
等
小
学
校
時
代
に
往
復
10
㎞
以
上
の

距
離
を
走
っ
て
通
学
し
た
こ
と
で
、
足
の
速
い
青
年
に
育
ち
、

⚑
⚙
⚑
⚐
年
に
東
京
高
等
師
範
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
入
学
当

初
は
体
育
に
興
味
は
さ
ほ
ど
な
く
、
地
理
歴
史
に
入
学
し
た
の
で

す
が
、
嘉
納
校
長
に
よ
り
、
毎
年
⚒
回
行
わ
れ
た
校
内
長
距
離
走

大
会
で
頭
角
を
現
し
、
徒
歩
部
に
入
部
し
、
⚑
⚙
⚑
⚑
年
11
月
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
考
会
で
世
界
記
録
を
樹
立
、
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
彼
は
そ
の
後
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選

手
に
⚑
⚙
⚒
⚔
年
の
パ
リ
大
会
ま
で
選
ば
れ
続
け
ま
す
が
、
選
手

と
し
て
の
み
で
は
な
く
、
マ
ラ
ソ
ン
の
普
及
、
女
子
体
育
の
振
興

に
も
尽
力
し
ま
し
た
。
恩
師
嘉
納
治
五
郎
の
構
想
を
実
現
し
た
人

物
と
言
え
ま
す
。
中
で
も
⚑
⚙
⚒
⚐
年
に
始
め
た
箱
根
駅
伝
は
、

そ
の
後
の
長
距
離
走
の
普
及
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
金
栗
が

最
初
に
校
内
長
距
離
走
大
会
で
優
勝
し
た
時
、
皆
と
一
緒
に
走
る

こ
と
が
理
想
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

⚓
．
杉
村
陽
太
郎
（
⚑
⚘
⚘
⚔
～
⚑
⚙
⚓
⚙
年
）

⚑
⚙
⚓
⚐
年
代
に
入
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
会
で
も
優
勝
者

が
出
て
く
る
と
東
京
市
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
を
考
え
て
い

き
ま
す
。
嘉
納
や
岸
清
一
な
ど
と
と
も
に
、
⚑
⚙
⚔
⚐
年
の
東
京

開
催
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
招
致
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
が
東
京

高
等
師
範
学
校
附
属
中
学
校
出
身
の
杉
村
陽
太
郎
で
す
。
彼
は
東
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茗
渓
会
つ
く
ば
地
区
公
開
講
座

⚒
⚐
⚑
⚙
年
⚖
月
29
日
(土
)茗
溪
学
園

⽛
つ
く
ば
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

～
い
だ
て
ん
か
ら
2
0
2
0
年
ま
で
～
⽜

筑
波
大
学
体
育
系
教
授

真

田

久
（
茗
渓
会
理
事
)



京
帝
大
を
卒
業
す
る
と
外
務
省
に
入
り
、
外
交
官
に
な
り
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
講
道
館
柔
道
に
早
く
か
ら
入
門
し
、
嘉
納
塾
に
も

入
る
な
ど
、
嘉
納
治
五
郎
の
弟
子
に
な
り
ま
し
た
。
外
交
官
と
し

て
パ
リ
や
ロ
ー
マ
に
赴
任
し
て
い
た
時
に
も
、
休
日
に
は
道
場
に

出
か
け
て
柔
道
を
人
々
に
教
え
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
杉
村
が
嘉

納
の
思
い
を
受
け
、
東
京
開
催
の
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
、
ロ
ー
マ
市

の
立
候
補
取
り
下
げ
を
イ
タ
リ
ア
の
首
相
に
直
談
判
し
ま
す
。
そ

れ
が
成
功
し
た
こ
と
で
、
東
京
へ
の
流
れ
が
で
き
た
の
で
し
た
。

⚑
⚙
⚓
⚖
年
に
⚑
⚙
⚔
⚐
年
の
東
京
開
催
が
決
ま
り
ま
す
が
、
残

念
な
が
ら
嘉
納
治
五
郎
の
逝
去
⚒
ヶ
月
後
に
、
日
中
戦
争
の
長
期

化
を
理
由
に
政
府
と
東
京
市
は
返
上
し
て
し
ま
う
の
で
し
た
。

⚔
．
平
沢
和
重
（
⚑
⚙
⚐
⚙
～
⚑
⚙
⚗
⚗
年
）

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
る
と
ス
ポ
ー
ツ
界
は
国
際
社
会
に

徐
々
に
復
帰
し
ま
す
。
そ
の
中
で
、
再
び
東
京
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
を
目
指
す
動
き
が
出
て
き
ま
す
。
⚑
⚙
⚖
⚔
年
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
地
を
決
定
す
る
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
開
か

れ
ま
す
が
、
そ
こ
で
東
京
の
最
終
プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
た
人
物
が
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
平
沢
和
重
で
す
。
平
沢
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
の
⚒

週
間
前
に
選
ば
れ
た
の
で
す
が
、
小
学
校
⚖
年
生
の
国
語
の
教
科

書
を
取
り
出
し
、⽛
五
輪
の
旗
⽜
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
の
一
文
を
朗
読

し
、
日
本
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
理
念
に
つ
い
て
学
ん
で
お
り
、

開
催
の
準
備
は
整
っ
て
い
る
と
訴
え
ま
し
た
。

実
は
こ
の
平
沢
、
嘉
納
治
五
郎
と
と
も
に
バ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら

氷
川
丸
に
乗
船
し
、
嘉
納
の
最
期
を
看
取
っ
た
人
物
で
し
た
。
外

交
官
で
あ
っ
た
当
時
、
氷
川
丸
で
毎
晩
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
話

を
聞
き
、
横
浜
到
着
の
⚒
日
前
に
嘉
納
を
看
取
っ
た
平
沢
は
、⽛
心

か
ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
を
祈
ら
ざ
る
を
得
な
い
⽜⽛
世

界
を
あ
っ
と
言
わ
せ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
っ
て
ほ
し
い
⽜
と
書

き
残
し
ま
し
た
。
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
総
会
の
投
票
で
は
東
京
が
圧
勝
し

ま
す
が
、
平
沢
は
多
く
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
が
嘉
納
先
生
を
覚
え
て
い

て
く
れ
た
か
ら
だ
と
述
懐
し
て
い
ま
す
。
平
沢
は
、
そ
れ
以
降

Ｊ
Ｏ
Ｃ
委
員
と
し
て
活
躍
、
柔
道
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
入
れ

る
際
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

⚕
．
小
野
喬
（
⚑
⚙
⚓
⚑
年
～
）、
小
野
清
子
夫
妻

ア
ジ
ア
初
開
催
と
な
る
第
18
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
、

⚑
⚙
⚖
⚔
年
10
月
10
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
選
手
を

代
表
し
て
選
手
宣
誓
を
行
っ
た
の
が
小
野
喬
氏
で
し
た
。
彼
は
東

京
教
育
大
学
体
育
学
部
を
卒
業
し
、
体
操
競
技
に
出
場
、⽛
小
野
に

鉄
棒
⽜
と
言
わ
れ
た
名
手
で
、
体
操
団
体
で
前
回
の
ロ
ー
マ
大
会

に
続
き
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
奥
様
の
小
野
清
子
氏
も
同
窓
の

体
操
選
手
で
、
団
体
女
子
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
大
会

後
、
小
野
夫
妻
は
日
本
で
初
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
池
上
ス

ポ
ー
ツ
普
及
ク
ラ
ブ
）
を
設
立
し
、
後
進
の
育
成
と
市
民
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
に
貢
献
し
ま
し
た
。

⚖
．
加
藤
澤
男
（
⚑
⚙
⚔
⚖
年
～
）

⚑
⚙
⚖
⚘
メ
キ
シ
コ
、
⚑
⚙
⚗
⚒
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
⚑
⚙
⚗
⚖
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
大
会
に
お
い
て
体
操
競
技
で
活
躍
し
、
金
メ
ダ
ル

⚘
個
を
獲
得
し
ま
し
た
。
個
人
総
合
で
も
⚒
連
覇
し
、
国
際
ス
ポ

ー
ツ
記
者
協
会
に
よ
る
⽛
20
世
紀
の
ベ
ス
ト
ア
ス
リ
ー
ト
25
人
の

選
手
⽜
に
日
本
人
と
し
て
た
だ
一
人
、
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
演

技
は
足
の
つ
ま
先
ま
で
伸
び
て
い
て
美
し
く
、⽛
体
操
の
教
科
書
⽜

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
加
藤
氏
は
母
校
筑
波
大
学
の
教
授
（
現
名
誉

教
授
）
と
し
て
、
運
動
学
の
研
究
に
も
勤
し
み
ま
し
た
。
⚑
⚙
⚙

⚓
年
か
ら
⚒
⚐
⚑
⚒
年
ま
で
国
際
体
操
連
盟
技
術
委
員
と
し
て
採

点
規
則
の
改
正
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
⚒
⚐
⚐
⚑
年
、
国
際

体
操
連
盟
殿
堂
入
り
し
ま
し
た
。

⚗
．
メ
ダ
リ
ス
ト
博
士

•
谷
本
歩
実
：
⚒
⚐
⚐
⚔
年
筑
波
大
学
体
育
専
門
学
群
卒
業
後
、

コ
マ
ツ
に
入
社
し
柔
道
を
続
け
、
ア
テ
ネ
⚒
⚐
⚐
⚔
、
お
よ
び
北

京
⚒
⚐
⚐
⚘
の
両
大
会
で
全
て
の
試
合
を
一
本
で
勝
ち
進
み
、
金

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
嘉
納
先
生
の
目
指
す
理
想
的
な
柔
道

は
一
本
柔
道
に
あ
る
と
考
え
、
そ
れ
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
大
舞
台

で
実
現
し
た
の
で
し
た
。
現
役
引
退
後
は
コ
ー
チ
と
し
て
活
躍
す

る
と
と
も
に
、
弘
前
大
学
大
学
院
に
進
み
、
博
士
（
医
学
）
を
取

得
し
ま
し
た
。
つ
く
ば
か
ら
金
メ
ダ
リ
ス
ト
博
士
が
誕
生
し
た
の

で
し
た
。

•
戸
邊
直
人
：
筑
波
大
学
大
学
院
コ
ー
チ
ン
グ
学
専
攻
修
了
。
博

士
（
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
チ
学
）。
ド
イ
ツ
で
行
わ
れ
た
⚒
⚐
⚑
⚙
年
世

界
室
内
ツ
ア
ー
に
お
い
て
、
走
り
高
跳
び
で
⚒
ｍ
35
の
日
本
新
記

録
を
出
し
日
本
人
と
し
て
初
優
勝
し
ま
し
た
。
⚖
月
、
国
際
陸
連

主
催
の
大
会
で
も
⚒
位
に
な
る
な
ど
、
好
調
で
す
。
彼
は
、
両
腕

で
は
な
く
、
片
腕
を
上
げ
て
踏
み
切
る
フ
ォ
ー
ム
に
変
更
し
、
体

が
浮
き
上
が
る
癖
を
修
正
し
ま
し
た
。⽛
走
高
跳
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
決
定
に
関
わ
る
技
術
要
因
の
検
討
⽜
と
い
う
博
士
論
文
の
成

果
が
現
れ
た
の
で
し
た
。
練
習
と
研
究
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
う
こ

と
で
、
東
京
⚒
⚐
⚒
⚐
大
会
で
は
⚒
ｍ
40
を
跳
び
、
表
彰
台
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

⚘
．
星
出
彰
彦

茗
溪
学
園
出
身
で
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で
活
躍
す
る
宇
宙
飛
行
士
で
す
。

⚒
⚐
⚐
⚘
年
、
さ
ら
に
⚒
⚐
⚑
⚒
年
に
は
、
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
(Ｉ
Ｓ
Ｓ
)に
⚔
か
月
滞
在
し
、
⚓
回
の
船
外
活
動
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
⚒
⚐
⚒
⚐
年
⚕
月
よ
り
半
年
間
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
に

行
き
、
船
長
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。
宇
宙
か
ら
ガ
ン
ダ
ム
が
東
京

⚒
⚐
⚒
⚐
大
会
を
応
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
宇
宙
と
東
京
⚒
⚐
⚒
⚐
大
会
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た

す
こ
と
で
し
ょ
う
。

◇
ま
と
め

東
京
高
等
師
範
学
校
か
ら
始
め
ら
れ
た
国
際
ス
ポ
ー
ツ
界
へ
の

挑
戦
は
、
つ
く
ば
の
地
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
ア
ス
リ
ー

ト
の
よ
り
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
引
き
出
す
た
め
に
、
本
人
の

努
力
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
の
成
果
が
注
が
れ
て

き
ま
し
た
。
メ
ダ
リ
ス
ト
が
博
士
号
を
取
得
す
る
こ
と
が
つ
く
ば

で
は
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を

科
学
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
日
本
は
も
ち
ろ
ん
、
国
際
的
に
も

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
一
方
で
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
日
本
へ
の
招
致
活
動
や
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
の
実
践
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
促
進
に
も
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

つ
く
ば
国
際
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
（
Ｔ
Ｉ
Ａ
Ｓ
）
で
は
、
海
外

の
優
秀
な
学
生
を
受
け
入
れ
、
つ
く
ば
の
地
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

嘉
納
治
五
郎
の
理
念
、
さ
ら
に
は
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
ス

ポ
ー
ツ
科
学
を
学
び
、
全
世
界
に
飛
び
立
っ
て
い
ま
す
。
東
京

⚒
⚐
⚒
⚐
大
会
後
に
は
、
つ
く
ば
か
ら
世
界
に
貢
献
す
る
人
材
が

続
々
輩
出
さ
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
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茗渓・東西南北茗
渓
・
東
西
南
北

香
川
茗
渓
会
で
は
、
例
年
11
月
初
旬
に
総
会
・
懇
親
会
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
総
会
は
、
11
月
10
日
(土
)に
、
45
名
の
参
加
者
の

も
と
、
高
松
市
に
あ
る
リ
ー
ガ
ホ
テ
ル
ゼ
ス
ト
高
松
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
山
本
主
税
支
部
会
長
（
平
成
元
年
卒
）
の
挨
拶

に
よ
り
開
会
さ
れ
、
原
田
俊
氏
（
昭
和
46
年
卒
）
の
叙
勲
受
章
披

露
が
あ
り
、
高
井
信
一
氏
・
大
林
誠
二
氏
へ
の
退
職
者
花
束
贈
呈

（
共
に
昭
和
55
年
卒
）
と
、
香
川
茗
渓
会
を
長
年
引
っ
張
っ
て
こ
ら

れ
た
⚓
名
の
先
輩
方
か
ら
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

懇
親
会
は
石
川
俊
夫
氏
（
昭
和
19
年
卒
）
に
よ
る
乾
杯
の
ご
発

声
の
も
と
始
ま
り
ま
し
た
。
歓
談
を
進
め
て
い
き
な
が
ら
、
新
入

会
員
紹
介
と
し
て
⚖
名
の
方
か
ら
自
己
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
豪
華
景
品
獲
得
を
目
指
し
た
抽
選
会
も
あ
り
、
会
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
会
の
締
め
は
塩
井
敏
治
氏
（
昭
和
29
年
卒
）

に
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
、
出
席
者
全
員
で
輪
に

な
り
肩
を
組
み
、
宣
揚
歌
⽛
桐
の
葉
⽜
を
歌
い
ま
し
た
。
毎
年
世

代
を
超
え
て
出
席
者
全
員
で
⽛
桐
の
葉
⽜
を
歌
い
会
が
閉
じ
ら
れ

る
こ
の
時
は
、
参
加
者
全
員
が
大
学
を
思
い
出
し
、
感
慨
深
い
時

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

香
川
茗
渓
会
の
課
題
と
し
て
は
、
数
多
く
い
る
会
員
同
士
の
つ

な
が
り
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
総
会
・
懇
親
会

は
、
世
代
を
超
え
て
つ
な
が
る
良
い
き
っ
か
け
だ
と
思
い
ま
す
。

教
職
に
就
か
れ
て
い
る
会
員
の
方
に
は
案
内
を
出
せ
て
い
ま
す
が
、

民
間
企
業
に
就
職
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
連
絡
が
上
手
く
取
れ
て
い

な
い
現
状
で
す
。
平
成
30
年
度
の
総
会
で
は
45
名
の
参
加
者
の
内
、

教
職
以
外
の
会
員
は
⚓
名
で
し
た
。
会
の
中
で
話
し
て
い
く
と
、

香
川
に
も
多
く
の
民
間
企
業
で
働
い
て
い
る
卒
業
生
が
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
教
職
に
就
か
れ
て
い
る
方
も
、
職

務
の
都
合
で
出
席
で
き
ず
、
な
か
な
か
お
会
い
で
き
て
い
な
い
方

も
い
ま
す
。

一
年
に
一
度
の
集
ま
る
機
会
で
す
が
、
是
非
多
く
の
会
員
の
方

で
集
ま
り
、
世
代
を
超
え
、
職
種
を
超
え
、
よ
り
有
意
義
な
も
の

に
で
き
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
総
会
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石
川
茗
渓
会
活
動
報
告

常
陽
銀
行
茗
渓
会
活
動
報
告

仲
間
の
顔
が
見
え
る
⽛
常
陽
銀
行
茗
渓
会
⽜
総
会
に
参
加
し
て

香
川
茗
渓
会
平
成
30
年
度
総
会

茗
渓
会
群
馬
支
部
平
成
30
年
度
総
会

平
成
30
年
度
茗
渓
会
群
馬
支
部
総
会
は
、
⚖
月
30
日
(土
)に
高

崎
市
に
あ
る
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
高
崎
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

来
賓
に
は
一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
高
野
力
事
務
局
長
を
お
迎
え

し
、
茗
渓
会
の
歴
史
や
現
状
・
本
部
の
動
向
等
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

27
名
が
出
席
し
た
総
会
は
、
坂
田
和
文
支
部
長
（
前
橋
商
業
高

校
校
長
）
を
議
長
と
し
、
は
じ
め
に
事
務
局
よ
り
平
成
29
年
度
会

務
報
告
、
会
計
報
告
、
監
査
報
告
が
行
わ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
平
成
30
年
度
の
役
員
、
会
務
計
画
、
収
支
見
通
し
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
34
名
が
参
加
し

た
懇
親
会
で
は
大
学
時
代
に
し
ば
し
戻
り
、
世
代
を
超
え
て
話
の

輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
、
若
手
の
参
加
者
を
中
心
に

自
己
紹
介
を
行
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
は
笠
原

恵
太
前
橋
商
業
高
校
教
諭
の
発
声
で
宣
揚
歌
を
高
ら
か
に
歌
い
全

員
が
輪
と
な
っ
て
団
結
心
を
高
め
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
令
和
元
年
度
の
支
部
総
会
は
⚖
月
29
日
(土
)午
後
⚓
時

か
ら
、
懇
親
会
は
午
後
⚔
時
か
ら
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
高
崎

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

ほ
か
に
開
催
さ
れ
た
平
成
30
年
度
の
会
合
と
し
て
は
、
⚖
月
14

日
(木
)に
県
庁
茗
渓
会
（
県
庁
に
勤
務
す
る
方
を
中
心
と
し
た
集

い
）
が
、
⚙
月
⚘
日
(土
)に
群
馬
茗
体
会
が
と
も
に
前
橋
市
内
で
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行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
31
年
⚑
月
26
日
(土
)に
東
毛
地

区
茗
渓
会
懇
親
会
（
群
馬
県
東
部
の
在
勤
・
在
住
者
を
中
心
と
し

た
集
い
）
が
桐
生
市
内
（
開
催
地
は
桐
生
市
・
館
林
市
・
太
田
市

で
、
当
該
市
に
あ
る
各
高
校
が
三
年
周
期
の
輪
番
で
担
当
）
で
、

同
年
⚒
月
16
日
(土
)に
群
馬
県
駒
場
会
が
前
橋
市
内
で
そ
れ
ぞ
れ

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
会
合
で
は
、世
代
を
超
え
た
交
流
が
は
か
ら
れ
、様
々

な
立
場
、
職
業
の
方
々
と
の
歓
談
に
よ
り
、
貴
重
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。
大
学
や
大
学
院
を
終
え
た
ば
か
り

と
い
う
若
い
世
代
の
参
加
者
は
、
会
合
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
も
参
加
者
の
勧
誘
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
茗
渓
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す

と
と
も
に
、
茗
渓
会
群
馬
支
部
の
活
動
に
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

地
域
名

月

日

地
域
名

月

日

地
域
名

月

日

筑
波
大

⚗
月
⚕
日

長

野

⚖
月
23
日

島

根

未

定

北
海
道

未

定

新

潟

⚗
月
⚖
日

岡

山

未

定

青

森

⚘
月
下
旬

富

山

⚗
月
⚖
日

広

島

未

定

岩

手

⚑
月
⚕
日

石

川

未

定

山

口

10
月
12
日

宮

城

11
月
23
日

福

井

⚒
月
⚑
日

徳

島

⚗
月
上
旬

秋

田

⚗
月
予
定

静

岡

⚖
月
29
日

香

川

11
月
中
旬

山

形

11
月
下
旬

愛

知

⚗
月
13
日

愛

媛

⚗
月
⚗
日

福

島

⚗
月
⚗
日

岐

阜

10
月
以
降

高

知

未

定

茨

城

⚖
月
30
日

三

重

⚖
月
29
日

福

岡

⚗
月
⚖
日

栃

木

⚗
月
⚖
日

滋

賀

⚖
月
22
日

佐

賀

未

定

群

馬

⚖
月
29
日

京

都

11
月
予
定

長

崎

⚖
月
22
日

埼

玉

未

定

大

阪

⚖
月
⚘
日

熊

本

⚖
月
予
定

千

葉

⚗
月
⚗
日

兵

庫

⚖
月
予
定

大

分

未

定

東

京

12
月
⚑
日

奈

良

⚗
月
⚖
日

宮

崎

未

定

神
奈
川

⚗
月
27
日

和
歌
山

⚗
月
15
日

鹿
児
島

⚗
月
予
定

山

梨

⚗
月
20
日

鳥

取

⚗
月
13
日

沖

縄

⚖
月
22
日

地
域
茗
渓
会
の
今
年
度
の
総
会
・
講
演
会（
実
施
・
予
定
）
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桐の葉のつどい 同期入学､または同好のみなさんの集まりを紹介したものです｡

ところ アリス アクア ガーデン 東京 丸の内
。

祈念して和やかなうちに閉会しました。

ところ 池袋美濃吉にて

一時を過ごすことが出来、寿命が延びた気がするとのお言葉をいた
だきました。

弊社では同窓の新入社員を有志で歓迎する伝統があります（平成
最後の主賓は新人の和田純麗さん（後列女性 人間学類）と定年の鈴

りますが、開催連絡があれば有志が集まります。筑波大学という共
通の話題のもと、年代も役職も超えて大いに盛り上がり、懇親を図
っています。
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⽛桐の葉のつどい⽜の掲載について
以下の要領で写真と原稿をお寄せください。

（写真） フィルムカメラ、デジタルカメラのいずれで
撮影したものでも結構です。紙焼きでも、デジ
タルカメラの場合はデータをメールでお寄せい
ただいても結構です。

（文章） グループの名称、お集まりになった⽛とき⽜
⽛ところ⽜を別項にして、必ずお書き下さい。
会の模様を紹介する文章は31文字×⚕行以内で
お願い致します。

桐の葉のつどい 同期入学､または同好のみなさんの集まりを紹介したものです｡

⿆昭和56年⚓月卒業人文学類日本史コース同期会
と き 2019年⚔月20日(土)
ところ 筑波大学
還暦を過ぎた同期生16名のうち⚙名が参加。⚙名全員が中学校・

高等学校社会科教諭、大学歴史学教員の道を歩み、今なお現役の者
もおります。近況報告会のあと、第一学群棟・体育芸術学群棟、平
砂・追越学生宿舎を経て、松見公園まで元気に散策。懇親会は40年
前の青春話で大いに盛り上がりました。

（写真・文責：伊藤純郎)

⿆三六会(昭和36年卒東京教育大学農学部林学科)
と き 令和元年⚖月21日(金)
ところ 銀座アスター渋谷店
現存者21名の内、11名出席のもと開催。全員80歳を越えましたが、
元気で頑張っています。近況報告の後、⽛桐の葉⽜を合唱して閉会し
ました。

（幹事：田村正義)

⿆東京教育大学体育学部昭和33年卒同期会
と き 2019年⚕月20日(月)
ところ ⽛栄寿司⽜新宿西口
ʠやあʡʠおうʡの声が、あちらこちらで聞えてくる。直ぐ昔に帰
れるようだ。ʠこの楽しい一時ʡ、あと何年続くのだろうか、来年も
楽しみだ。

（写真：渡辺悦男 文：渡部岑生)

⿆山紫会(東京教育大学 文学部 東洋史専攻
昭和34年入学者の会)

と き 令和元年⚖月23日(日)～24日(月)
ところ 天徳院(東京都中野区)・占春園・茗渓会館
還暦後、毎年開いているクラス会も今年が21回目です。恩師中嶋

敏先生の13回忌の法要が天徳院で大藪正哉住職（35院修東史 筑波
大学名誉教授）を導師に執り行われるので、⚙名が参列しました。
その日は御茶ノ水の⽛東京ガーデン パレス⽜に泊り、翌日は⽛湯
島聖堂⽜を訪れ、ついで整備された⽛占春園⽜を訪ね⽛茗渓会館⽜
で昼食後、解散しました。来年は長野県で開催予定です。

（写真：柴崎正行 文：髙原 將)



ア
ジ
ア
高
校
生
学
術
交
流
会
開
催

海
外
の
高
校
生
と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
交
流
を
行
う
こ
と
で
、
ア

ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の
高
校
生
の
位
置
づ
け
の
現
実
を
認
識
さ
せ
、

本
校
生
徒
の
学
習
意
欲
・
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
第
⚑
の
目

的
に
掲
げ
て
、
こ
の
学
術
交
流
会
の
開
催
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
会
に
参
加
し
た
海
外
高
校
生
は
、
台
湾
、
香
港
、
ベ
ト
ナ

ム
、
タ
イ
か
ら
の
短
期
留
学
で
本
校
に
滞
在
し
て
い
る
55
名
、
本

校
か
ら
は
、
Ｉ
Ｂ
課
程
生
徒
と
高
校
⚒
年
Ｅ
Ｅ
Ｃ
（
英
語
習
熟
度

別
上
位
ク
ラ
ス
）
生
徒
ら
64
名
で
し
た
。
他
に
特
別
ゲ
ス
ト
と
し

て
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
外
国
語
大
学
日
本
言
語
文
化
学
部
講
師

タ
ン
先
生
、
タ
イ
・
シ
ー
ナ
カ
リ
ン
ウ
ィ
ロ
ッ
ト
大
学
付
属
パ
ト

ゥ
ム
ワ
ン
高
校
教
務
主
任
デ
ュ
ア
ン
チ
ャ
イ
先
生
、
タ
イ
・
チ
ュ

ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
付
属
高
校
ポ
ン
プ
ロ
ム
校
長
先
生
他
⚒
名

の
先
生
方
が
来
校
し
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

交
流
会
は
⚗
月
⚑
日
、
本
校
ア
ゴ
ラ
ホ
ー
ル
他
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
⚘
時
45
分
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
始
ま
り
、
そ
の

後
、
特
別
授
業
、
昼
食
交
流
、
午
後
か
ら
口
頭
・
ポ
ス
タ
ー
発
表
、

懇
親
会
と
進
み
午
後
⚕
時
に
終
了
し
ま
し
た
。

特
別
授
業
は
、
化
学
実
験
、
物
理
実
験
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ

ー
、
⚕
か
国
の
歴
史
教
科
書
を
使
っ
た
学
習
（
ポ
ス
タ
ー
作
製
と

プ
レ
ゼ
ン
）
の
⚔
授
業
が
、
本
校
教
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
表
は
、
台
湾
の
生
徒
に
よ
る
口
頭
発
表
、
本
校
と
香
港
か
ら

の
生
徒
が
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
、
授
業
、
発
表
な
ど
す
べ
て
英
語
で
し
た
が
、
参
加
者
は

楽
し
く
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
お
翌
日
、
筑
波
大
学
よ
り
招
待
さ
れ
、
筑
波
大
学
訪
問
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

個
人
課
題
研
究
中
間
発
表
会

表
記
発
表
会
は
⚖
月
25
日
、
本
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
本
校
の
必
修
科
目
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
活
動
で
も
あ
る
）⽛
個
人
課
題

研
究
⽜
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
を
確
認
し
、
ポ
ス
タ
ー
作
成
や
発

表
経
験
を
積
ま
せ
る
機
会
と
し
て
、
高
校
⚒
年
生
全
員
に
課
し
て

い
る
も
の
で
す
。

発
表
は
午
後
⚑
時
～
⚒
時
30
分
、
86
枚
の
掲
示
用
ボ
ー
ド
を
使

い
、
研
究
分
野
を
10
分
野
（
人
文
科
学
、
社
会
科
学
、
国
際
関
係
、

生
活
科
学
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
、
数
学
・
情
報
、
物
理
・
地

学
、
生
物
・
化
学
、
医
療
系
）
に
分
類
し
、
30
分
ず
つ
⚓
回
に
分

け
て
の
発
表
で
す
。
発
表
者
数
は
252
名
（
Ｉ
Ｂ
課
程
生
徒
を
除
く
）

で
し
た
。

会
場
に
は
、
発
表
者
（
高
⚒
）
と
研
究
テ
ー
マ
模
索
中
の
高
校

⚑
年
生
合
わ
せ
て
550
名
と
、
一
般
の
方
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
校
の
先
生
方
、

保
護
者
な
ど
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
発
表
者
に
と
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
質
問
に
答
え
る
こ
と
が
一
番
大
変
な
こ
と
に
で
す
が
、

質
問
対
策
メ
モ
書
き
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
懸
命
に
説
明
を
し
て

い
ま
し
た
。

世
界
の
舞
台
で
発
表

本
校
生
徒
⚒
名
の
個
人
課
題
研
究
が
、
国
内
発
表
会
を
通
過
し
、

国
際
舞
台
で
の
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

一
人
目
（
現
高
校
⚓
年
女
子
）
の
テ
ー
マ
は
⽛
四
つ
葉
の
ク
ロ

ー
バ
ー
を
発
生
さ
せ
る
条
件
と
は
⽜
で
し
た
。
土
の
条
件
や
植
物

ホ
ル
モ
ン
に
着
目
し
て
五
千
本
も
の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
栽
培
す
る
実

験
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
⽛
第
16
回
高
校
生
科
学
技
術
チ
ャ
レ
ン

ジ
（
Ｊ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）⽜
で
発
表
し
た
と
こ
ろ
、⽛
科
学
技
術
振
興
機
構

賞
⽜（
全
国
第
⚓
位
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
⚕
月
に
米
国

ア
リ
ゾ
ナ
州
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
で
開
催
さ
れ
た
⽛
イ
ン
テ
ル
国
際
科

学
技
術
フ
ェ
ア
（
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｆ
）⽜
に
招
待
さ
れ
、
立
派
に
発
表
を
し

て
き
ま
し
た
。

も
う
一
人
（
現
高
校
⚓
年
男
子
）
の
テ
ー
マ
は
⽛
線
虫
の
紫
外

線
学
習
の
発
見
と
神
経
伝
達
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
⽜
で
し
た
。
江

崎
玲
於
奈
博
士
主
催
の
全
国
高
校
生
科
学
コ
ン
ク
ー
ル
で
あ
る

⽛
つ
く
ば
サ
イ
セ
ン
ス
エ
ッ
ジ
⚒
⚐
⚑
⚙
⽜
で
、
最
優
秀
に
当
た
る

⽛
創
意
工
夫
賞
⽜
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
⚗
月
末
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
⽛
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ン
ク
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
⽜

に
参
加
し
発
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
二
人
は
共
に
寮
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
寮
の
生
活
時
間
割

が
あ
る
の
で
、
研
究
に
充
て
る
時
間
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
上
手
に
時
間
を
作
り
、
実
験
を
重
ね
て
き
た

努
力
が
報
わ
れ
素
晴
ら
し
い
成
果
と
な
り
ま
し
た
。
晴
れ
舞
台
で

の
発
表
経
験
や
国
際
交
流
を
通
し
て
、
さ
ら
に
大
き
く
飛
躍
し
て

い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

24

茗
溪
学
園
だ
よ
り

Ｉ
Ｓ
Ｓ
宇
宙
実
験
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
主
催
⽛
Try
Zero-G
⽜

⽛戦争という歴史を持つがゆえに誤解
が多い。互いに正面から話し合いた
い⽜と訴え自らの決意を話した

部活動など結果報告
(⚔月～⚖月)

【高校関東大会出場部活・
⚖月開催】ラグビー部、剣
道部男女、バドミントン部
男女、体操部男女、テニス
部女、柔道部女(以上⚖部
活)

【高校全国大会】インター
ハイ出場(⚘月南九州開催)
バドミントン部男団体(⚙
年ぶり⚓回目)・個人、体操
部個人男⚑名・女⚒名、テ
ニス部女シングルス(以上
⚓部活)、ラグビー部第⚖
回全国⚗人制大会出場(県
大会優勝、⚖年連続⚖回
目・⚗月菅平高原開催)

オープニングのようす

台湾⽛台中女子高級中学⽜からは最も多い35名
が来校。（本校食堂横日本庭園前で）

多くの人で熱気あふれる会場。同時に86研究、
全体では252研究が発表された

発表のようす。写真手前の研究テーマ⽛SNSに
おける広告に対する高校生の行動に関する調査⽜
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追 悼 録 (敬称略) 逝去会員氏名・卒年科・逝去年月日・
地域・続き柄・遺族氏名

茗渓会担当：取締役常務執行役員　岡本　俊一

（学校法人 茗溪学園理事）

3  
 

 
OK! 

 
( )  

 
 

 
 
 
 
 

0120-000-302 
 

 

代表取締役　塚本　育子

浅田 隆夫 筑波大学名誉教授 2019. 2.13
東京 子 浅田 安彦

高村 雄治 筑波大学名誉教授 2018.11.23
東京 妻 高村 節子

平 不二夫 筑波大学名誉教授 2018.12.10
茨城 妻 平 佳子

田中 禮三 16文二 2019. 2. 2
兵庫 次女 田邉恵美子

森岡 信一 22臨物象 2018.10.24
徳島 長男 森岡振一郎

青木 篤良 22体専 2019. 3.20
新潟 妻 青木 カズ

櫛渕 邦夫 22農教 2019. 1.24
東京 長男 櫛渕 生男

高橋 一夫 23文二 2019. 4.14
愛知 息子 高橋 克年

野々村 淳 24文四 2019. 4.12
島根 長男 野々村 卓

小谷 秀孝 24体 2019. 5.15
東京 妻 小谷 勝美

中澤 次郎 25文三 2019. 5. 2
東京 長女 中澤 ルミ

鈴木 公明 25理一 2019. 2. 4
神奈川 妻 鈴木 里子

饗庭 三泰 26農教 2019. 1.24
東京 妻 饗庭きぬ子

大谷 昭五 27文二 2019. 3.10
埼玉 妻 大谷 京子

小倉 鐐二 27理二 2019. 5.21
東京 次男 小倉 康朗

伊藤 章一 27体専 2017. 4. 6
岩手 長男 伊藤 龍二

元 和臣 28教大体 2019. 1.31
東京 妻 元 厚子

小倉 孝夫 29教大農化 2019. 4.18
福島 妻 小倉 麗子

岸田 博 29教大健 2018.11.30
東京 長女 葛葉 総子

臺 幸夫 30教大西史 2018.11. 6
埼玉 次女 織田由紀子

椎名 正行 30教大農工 2018. 5.29
新潟 長男 椎名 克行

須藤 健児 30教大体 2019. 2.14
東京 妻 須藤さち子

日野 永一 33教大工芸 2019. 2. 8
東京 妻 日野 叡子

宮崎 満彦 34教大体 2017.11. 7
岐阜 妻 宮崎 紀子

菅野 禮至 35教大総農 2019. 4.27
千葉 長男 菅野 裕光

髙木 太吉 35教大体 2019. 5. 7
福岡 妻 髙木 静代

桜沢 仁志 36教大経 2019. 4. 6
京都 妻 桜沢 愛子

福本 尚一 36教大植 2019. 3.22
埼玉 妻 福本 嘉子

花岡 愛夫 38教大哲 2017. 6.15
埼玉 妻 花岡 友枝

齋藤 孝 38教大心 2019. 1. 4
愛知 妻 齋藤 貞代

猪熊 啓司 39教大西史 2019. 3.26
長野 妻 猪熊佐智子

加藤 征 39教大健 2019. 3.24
東京 妻 加藤 洋子

池岡 靖則 40教大国 2018.12.12
鳥取 妻 池岡 道子

上條 俊一 41教大数 2018.11. 6
長野 妻 上條 雅子

瀬能 誠之 41教大総農 2019. 2. 2
東京 妻 瀬能けい子

渡邊 洋人 59筑三社工 2019. 2.18
愛媛 妻 渡邊 孝子

宮本久美子 61筑一自 2018. 6. 3
東京 夫 宮本 眞一



訂
正

前
号
（
平
成
31
年
春
号
）
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

•
Ｐ
⚒

グ
ラ
ビ
ア⽛
平
成
30
年
度
茗
渓
会
賞
芸
術
部
門
受
賞
者
⽜

大
井
真
希
さ
ん
の
推
薦
者

（
正
）
斎
藤
敏
寿
先
生

（
誤
）
齋
藤
敏
先
生

•
Ｐ
⚕
～
⚗
⽛
茗
渓
会
賞
受
賞
者
紹
介
（
大
学
院
）⽜
研
究
科
名

Ｐ
⚙

受
賞
者
一
覧
表
⽛
研
究
科
⽜

（
正
）
人
間
総
合
科
学
研
究
科

（
誤
）
人
間
総
合
研
究
科

•
Ｐ
⚘

中
段
⽛
受
賞
者
紹
介
（
芸
術
部
門
）⽜
●
臨

古
筆
手
鑑

⽛
か
り
が
ね
帖
⽜
⚕
行
目

（
正
）
卒
業
制
作

（
誤
）
卒
業
製
作

•
Ｐ
⚙

下
表
表
題

（
正
）
平
成
30
年
度
茗
渓
会
賞
（
芸
術
部
門
）
受
賞
者

（
誤
）
平
成
30
年
度
茗
渓
会
賞
（
芸
術
部
門
）
候
補
者

•
Ｐ
18
⽛
茗
渓
・
東
西
南
北
⽜
上
段
⚑
箇
所
、
中
段
⚒
箇
所

（
正
）
嘉
納
治
五
郎

（
誤
）
加
納
治
五
郎
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平
成
30
年
10
月
15
日
発
行

発
行

一
般
社
団
法
人

茗

渓

会

茗
渓
会
事
務
局
・
大
塚
事
務
所

112
-0012
東
京
都
文
京
区
大
塚
一
-五
-二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
-三
九
四
一
-〇
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
-三
九
四
一
-七
六
七
四

E-m
ail
info@
m
eikei.or.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
http://w
w
w
.m
eikei.or.jp

郵
便
振
替
記
号
番
号
〇
〇
一
五
〇
-二
-四
九
七
七

筑
波
事
務
所

305
-8577
つ
く
ば
市
天
王
台
一
-一
-一

筑
波
大
学
・
大
学
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
五

E-m
ailtsu3jim
u@
m
eikei.or.jp

印
刷

東
京
都
文
京
区
関
口
一
-三
九
-一
〇

山
浦
印
刷
株
式
会
社

編
集
後
記

本
号
は
、
茗
渓
会
第
⚘
回
定
時
総
会
の
内
容
と
、⽛
教
育
界
と
並

ぶ
産
業
界
の
太
い
柱
⽜
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
各
企
業
の
筑
波
大

学
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
参
集
し
、
筑
波
大
学
会
館
で
行
わ
れ
た
、
茗
渓
・

筑
波
産
業
人
倶
楽
部
の
⽛
第
⚑
回
就
活
相
談
会
⽜
の
様
子
を
お
届

し
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
放
映
中
の
⽛
い
だ
て
ん
⽜

の
ス
ポ
ー
ツ
史
考
証
を
さ
れ
て
い
る
真
田
先
生
に
、⽛
つ
く
ば
と

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
⽜
と
題
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
係
し
た
茗
渓

人
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
公
開
講
座
の
内
容
も
お
届
し
ま

す
。
茗
渓
人
に
と
っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
よ
り
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
事
務
局
前
田
)

表
紙
の
言
葉

熊
本
茗
渓
会

田
口
智
之

熊
本
地
震
の
本
震
か
ら
⚓
年
が
経
ち
ま
し
た
。
熊
本
地
震

か
ら
の
熊
本
城
復
興
を
物
語
る
の
は
何
と
い
っ
て
も
天
守
で

す
。
熊
本
城
大
天
守
の
真
新
し
い
外
観
が
姿
を
見
せ
、
着
実

に
熊
本
地
震
前
の
姿
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
被
害
を
受
け

た
大
天
守
の
石
垣
は
、
崩
落
し
た
石
も
含
め
約
790
個
の
積
み

直
し
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
⚒
⚐
⚑
⚘
年
⚗
月
下
旬
か
ら

積
み
直
し
が
始
ま
り
、
⚙
月
上
旬
ま
で
に
107
個
が
積
み
直
し

が
完
了
。
⚒
⚐
⚑
⚙
年
か
ら
小
天
守
の
石
垣
工
事
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
10
月
⚕
日
か
ら
10
月
14
日
に
予
定
さ

れ
て
い
る
⽛
熊
本
城
大
天
守
外
観
復
旧
記
念
週
間
⽜
で
の
特

別
公
開
に
間
に
合
う
よ
う
に
、
大
天
守
の
復
旧
が
進
行
中
。

天
守
内
に
入
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
さ
ら
に
期
間
を
要
し

⚒
⚐
⚒
⚑
年
春
頃
の
予
定
で
す
。
目
に
見
え
て
進
む
熊
本
城

の
復
興
は
、⽛
熊
本
城
復
旧
基
本
計
画
⽜
に
基
づ
い
て
最
優
先

で
天
守
の
復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、⽛
100
年

先
を
見
据
え
た
復
元
の
礎
づ
く
り
⽜
と
い
う
項
目
も
あ
り
、

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
復
旧
工
事
は
、⽛
熊
本
地
震
前
⽜
に
戻

す
だ
け
で
な
く
、
江
戸
時
代
に
描
か
れ
て
い
た
熊
本
城
を
目

指
し
て
い
る
の
で
す
。
現
存
す
る
絵
図
や
古
写
真
を
基
に
、

幕
末
の
熊
本
城
を
目
指
す
の
が
最
終
的
な
目
標
な
の
で
す
。

令
和
元
年
⚗
月
15
日
発
行

発
行

一
般
社
団
法
人

茗

渓

会

茗
渓
会
事
務
局
・
大
塚
事
務
所

112
-0012
東
京
都
文
京
区
大
塚
一
-五
-二
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
-三
九
四
一
-〇
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
-三
九
四
一
-七
六
七
四

E-m
ail
info@
m
eikei.or.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
http://w
w
w
.m
eikei.or.jp

郵
便
振
替
記
号
番
号
〇
〇
一
五
〇
-二
-四
九
七
七

筑
波
事
務
所

305
-8577
つ
く
ば
市
天
王
台
一
-一
-一

筑
波
大
学
・
大
学
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
九
-八
五
〇
-一
〇
四
五

E-m
ailtsu3jim
u@
m
eikei.or.jp

印
刷

東
京
都
文
京
区
関
口
一
-三
九
-一
〇

山
浦
印
刷
株
式
会
社

お
願
い

•
正
確
な
会
員
情
報
把
握
の
た
め
に
、
住
所
、
勤
務
先
の
変

更
は
す
ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

•
年
会
費
の
お
振
込
み
は
、
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

瑞
宝
中
綬
章

田
中

誠
一

33
教
大
体

(静

岡
)

高
木

俊
輔

37
教
大
日
史
・
54
院
博
日
史

(東

京
)

瑞
宝
小
綬
章

酒
井

義
人

31
教
大
西
史

(大

阪
)

池
原
耕
太
郎

35
教
大
教

(北
海
道
)

熊
沢

茂

45
教
大
農
工
・
47
院
修
農
工

(神
奈
川
)

吉
澤

勝

46
教
大
数

(埼

玉
)

佐
久

信
雄

46
教
大
武

(長

野
)

星

勉

46
教
大
数

(新

潟
)

信
澤

照
雄

47
教
大
数
・
51
院
修
応
数

(群

馬
)

桑
野

正
光

50
研

(栃

木
)

瑞
宝
双
光
章

加
藤

正
喜

30
教
大
健

(東

京
)

神
原

彰
夫

39
教
大
体

(栃

木
)

高
木

正
皓

46
教
大
武

(兵

庫
)

※
本
欄
は
、
各
地
域
か
ら
の
調
査
報
告
に
よ
り
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
も
し
記
載
も
れ
が
あ
る
場
合
は
、
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
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ざ
い
ま
す
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称
略
）
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経営・労務・年金etc. コンサルタント

福岡経営労務事務所

〒125-0042 葛飾区金町3-27-3
TEL 03(3607)0551 FAX 03(3607)0551

所 長
社会保険労務士 福岡 一雄（32教大法政)

〒105-8507 東京都港区芝⚒丁目32番⚑号
電話 03(3456)1578

常務執行役員 ೂ岡 祥之（昭57筑社工)

スポーツ＆起業家＆企業人⽛つくばウェイ⽜
TSUKUBA WAY プロジェクト
～茗渓・筑波OB・OGの活躍を集約‼～

http : //tsukubaway.com/

株式会社 KTAJ
代表取締役 藤田 文武 体育専門学郡2004年卒 

株式会社 阿部兄弟建築事務所
平成26年度東京ワークライフバランス認定企業

http://abeoffice.co.jp

〒101-0032
東京都千代田区岩本町1-3-9 高木ビル
代表取締役 荒井 豊人(昭和57筑基工)
TEL 03-3866-4181 FAX 03-3866-4120

つくばでの宿泊･研修に
ご家族で､お仲間で 最大収容180名、お一人3,700円から(10月⚑日より料金改定予定)

茗渓会員とご家族に割引あり
研修セミナー･サークル発表会･各種会議･学習合宿･部活動合宿に
シングル145室ツイン⚕室和室⚕室／研修室⚒室（120・40名)
和室も研修室として利用可（20畳、10畳）
館内食堂《こうせい》でパーティ・懇親会等（数名から80名まで）

アクセス 秋葉原駅からつくばエクスプレスで45分⽛つくば駅⽜下車
●バス／⽛筑波大学循環⽜⚓つ目⽛筑波メディカルセンター前⽜下車
徒歩⚘分●つくば駅からタクシー／⚕分

一般財団法人筑波学都資金財団

筑波研修センター
〒305-0005 茨城県つくば市天久保 1-13-5
TEL 029-851-5152 ／ FAX 029-851-8886

http://www.meikei.or.jp/˜center e-mail : center＠meikei.or.jp

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋2-3-1
東京フジビル502号室    https://www.fxc.jp/

当社は光通信機器やイーサネットスイッチ等のネットワーク機器を開発・
製造し、各地の公立高校始め、官公庁、企業等に多数納入実績がございます。

創業者：代表取締役社長執行役員 谷輪 重之（’93筑修経営）

みんなに笑顔をお届けします｡

代表取締役
社 長 田 中 修(昭54筑農林)

〒028-3309 岩手県紫波郡紫波町北日詰字城内85-1
TEL：019(676)4121 FAX：019(676)4464
http : //www.i-c-koubou.co.jp





桜美林学園 理事長・学園長 佐藤 東洋士
学長 畑山 浩昭
入学部相談役 川田 孝一（昭 39 教大総農）

リベラルアーツ学群 /健康福祉学群
ビジネスマネジメント学群 / 芸術文化学群
グローバル・コミュニケーション学群
航空・マネジメント学群（仮称）2020 年４月開設予定広告を募集しています。

事務局までご相談ください。



＊茗溪学園は 1979 年に茗渓会の百周年記念事業で生まれた学校です
　今年創立 40 周年を迎えました
◆�寮のある学校です�
　海外からの外国人留学生も生活しています

◆�国際バカロレア IBDP課程認定校です
◆�文部科学省SSH・SGHアソシエイト認定校です
◆ �「知識」「体験」「考え方」�
　――とことん学び身につけます

◆部活動が盛んな文武両道の学校です

2019年度公開行事
  7月27日（土）　 吹奏楽部定期演奏会
　　　　　　　　会場：つくば市ノバホール
　　　　　　　　17：00開演
  9月14日（土）　高校入試説明会
10月16日（水）～20日（日）
　　　　　　　　茗溪学園美術展
　　　　　　　　会場：つくば美術館
10月26日（土）　学園入試説明会
　　　　　　　　（IBコース説明会含む）




